
第 8章結果の記述

この学カ検査は，これまでにのべてきたような，いろいろな手つづきを経て

作成され?こcま?こ，作成された問題について，本テストを実施した結果を検定

すれば，学カ検査の条件を一応満足していると考えられる。

本章では，本テストを実施した結果から，本県児童の学カ{e主としてつぎ;の

点から考えてみよう。

∞学カの発達について

(2) 学力と学カに影響を及ぽすと思われる要因について

(3) 相関について

.8. 1. 学力の発達について

このI学力検公問題について，木県児童生徒の学カの発達を，つぎの二つの面

から考えてみよう。

(1) 計算，理解応周平均通過率

倒個々の問題の平均通過率

8. 1. 1. 計算，理解応用平均通過率

，計非，理解応用の各学年平均通過率は第 S.l表及び第8.1図のよう になる。

宣言8.1褒 各学年の平均通過率

弘で別 計算 理解応用

平均通過率|学 年差 平均通過率|学年差

小3 
学
校年 23.4% 21.2% 14.3% 12.6% 

4 年 37.7 33.8 
11.5 13.3 

5 年 49.2 47.1 

年 67.4 
18.2 

62.0 
14.9 

学
校年 65.9 -2.5 62.0 0.0 
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各学年の平均通過率図表
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計算あるし、わ理解応用の学力の一般的な発達含みようとすれば，よ b多〈の

問題について問題構成も， そのような立掛から考えられな〈ではならない。し

たがって第8.1表や，第 8.1図の結巣から，一般的な己とはいわれない。しか

し，凡ぞの傾向として， つぎのことが考えられる。

この小学校4.5.6年共通用学力検査の結果からみると

(1) 3年， 4年， 5年 J 6年と学年の進むにしたがって学力は比較的，直線

的にのぴて〈る。

(却 しかし， 6年から中学1年へののぴは，あまりみられない。

平均通過率の学年差は計算については，3年-4年間では 14.3%，4年-5

年間では 11.5%，5年，...，6年間では 18.2，6となっていて，4年-5年間が一番
低し 5 年，....; 6 年聞が一番高~ ' o 平均通過率の学年差の平均は 14.7 ，% となるか

ら，一学年，学年がすすtrにつれて平均過率は平均的に 14.7%程度上昇してい

る。

理解応用については J 3年"，4年間では 12.6%，4年"，5年間では 13.3μ，

5年.--6年間では 14.9%となっていて，5年-6年間の差が一番大きい。 平均

通過率の学年差の平均は13.6%となるから，平均通過率は学年が一学年進むに.
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つれて平均的に 13.6%程度上昇している。

つぎl二計'~について，ょせ3主，ひき非，かけ~t， わり非，その他毎に学年の

の(fを?みるために各学年平均通過率を図示すると第8.2図のよ うになる。

もし， 学故でこの学力検査を実施して (掠準化した時j聞に)すこと えば，5年

で，かけ~r.の平均通過率が40，%程度でめったとしにら，その学綾のかけ立のカ

.は凡そ 4年2学期末程度とみられる。

まに， 4年， 5年， 6年について，学校で，この学カ検査を実施して〔標準

化しfこi明朗に)第8.1図や，第8.2図と同様な図表雪作成すれば，その学校の

児童の学カののびの状態金この固と比較して，tことえば，ょせ算は優れている

がひき非は劣っているといったように，ぞの学校の児童の全体的傾向をつかtr

ことがちきる。

つぎに 6年と中学 1 年の平均通過~の差は計~tでー2.5%，理解応用で 0.0%

となっている。この学カ検査の結果からは6年よ b中学1年へののぴは，ほと

んどみられない。

， 

第8.2図計算問題答帯i別の平均通過率図表

一-IJuo長
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6 年と 中学 1 年の平均通過率の2告を?，ょせ非，ひき非，かけ~t，わfJ1'1:， そ

の他毎に考えてるあまり大きいひらきのないととがわかる。

この学カ検査は中学 1年の学カ検査でないので， ζの学カ検査によって中学

1年の概括的な学カをとらえることはできない。し7こがって，この結果から 6

年と中是非1年の学力について結論的なことはいわれない。しかし，同一問題で

6年と中学 1年に学力検査を実施して得られにこの結果については，色々な問

題が考えられるであろう。

s. 1. 2.ー個々の問題の平均通過率

個々の問題の学力の発速を平均適過率からみれば第8.2表のようになる。

第 8.2表で各学年正答率及び学習率の図喪中の細い線は学習率，太い線は平

均通過率を表わしている。?こ?ごし，ここでいう学習率とは

その問題について学習している学校数 r"" 
IUU %とする。

標本学校数

また.JE答率は第一次標本についてのるのでゐる亡ま?こ，上，中，下位群正

答率では実線~.ì上位群正答率，点線は中位群:ïE答率，破綻ば下位群正答率をめ

らわすotこだし，上位群，中位群，下位群正答率は第二次標木についての色の

である。

いま，これらの図表舎もとにして，つぎのことを考えてみよう。

@各問題の難易は学年の謹むにしたがって，どのよう.になるか0

.問題が十分哩併されて(るのは何年のどのような集団からか。

この後者で問題が，その学年の問題として無理な〈理解3れているかどうか

をきめる目安として，均:集団正答率70%i'Vi定しよう。
いま，母集団正答率70%以上のものを考えるのにI f~~:本正答率何?長以上の 志の

'を考えればよいか。

n簡の標本からえられた標本正答率~p'x100%と.し，これが除集団正答率

px 100μからの標本と仮定すれば， ~)が十分大でゐれば
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ゾ

t= _pI_p 

jP( 1ヨ
n 

は，近似的に平均0，分数1の正規分布をする。しにがって，

I p'-p I 
ーァで--一ー<1.96
/p( 1 -p) 
， n 

ならばs有志水準5μでp't pには有意差がない。

全県の並答率の場合は

p=O.70 n=IOOO 

.として

l p'-0.70 I 
巴司j苅:3 <1.96 
r 100ワ

これより p'の?ド限として， Po'=0.68をうる。

しにがって，全県の楳本正答率の場合は68戸以上の問題を考えればよL、。

つぎに，上位群，中位群，下位前各正答率は，第二次標本より抽出されてい

て各々凡そ 100名としてあるので上位群， 中位群，下位群正答率については何

%以上を考えにらよいかは，同様にして

上式におL、て

p=0.70 n=IOO 

として

I t〆-0刈!
ィー くIS60目7x0.3
100 

よl;p'の下限として， p' =0.62{eうるから，上位群，中位群，下位1開;本正

答率については，62μ以上の問題を考えればよい。錆8.2表の「問題の難易」の項

で+-分理解主れている，あるいわ，理解されていない，という目安は母集団正

答率70%を目安として 5%危険率で有意差がみられない標本正答率全考えた。

まに，上位群，中位群，下位群]E答率は4年， ，5年:(j年について考えた。

まに，問題の配当学年は女部省学習指導要領によっ?このであるが，何年とき

められるものと， そうでないものもゐるので，何年ときめかねるものについて

は学習率なども考えにいれた凡そのものでゐる。
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一一一一 学習牟畝

第8.2表 各問題の学年発'遥について 、
ーーー、正義率描:

間 題 l騨| 各学年正答率お主び学習率
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一一上~Qg払答率曲線
一一ー.yiM平正格穿i!J，*桂
一一 千4えE担答宰4崎 、

上，中s 下位群正答率 l 

じ判4 5 6 
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ii f 

し問4
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zi 
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問題の難易

-二位数のくり上らない加法で 3年以上のすぺて

の学年の正答率は90%以上であるから，最も容易

な問題で十分理解されている。

・上位。球，中位鮮定幸奪三容は 100%に近い。下イ立群も

70%以上を示している。

-二位数に一位数を加えるくり上りのある問題で，

これも容易な問題であるが，各学年とも(1)よりも

正答率が低くなる。

・上位群， r-(，位若手ー.下位鮮JE答率は(1)よりも低くな

るが，下位若手でも十分理解される。

・6年でIE答半ののびは一番大きく，中学 l年で一

番小さい。

-イrtJ-jーに{aJ十を加えて何百何十にIなる問題〈横式〉

で，これも 3年以上の児童に十分理解されうる@

・しかし 下位群になると， 4年， 5年では十分溜

解されるまでにいたらない。 6年になっ'て十分週一

解喝されるようになる。

・4年で正答率ののびは一番大きし 5年で一番小

さい。下位群E答率ののびは6年で一番大きし、。
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問 題 |騨|
一

各学年正答率および学習率
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上，中，下位群正答率 問 題 の 難 易

% - 二桁くり上~二位数の加法で， これも 3年以上の
100 

各学年で容易な問題である。
、

，ー-ーーーー・ーー一----. 

80 -しかし下位鮮では4年では，まだ十分理解され
___ .... ・

.るまでにL、たらない。 5年以上になって十分理解
60 

ノ〆

.r" さhるようになる。

40 .jf答半ののびは4年で一番大きし 6年で一番小

さい。
. ;E_20 

事じ。時刻4 5 ら

‘ 

% . -位数に三位数含加えるくり上りのある問題で，
100 ー.----ムFー_...----骨

これも3年以」二各学年で容易である。

80 -また，上位若干，中般若干には容易な問題であるが，，... 
下位群では 4年.5年ともややむずかしい。(4)と

60 
/'〆__-

くらべて5・年の下位詳がやや抵抗を感じてくるよー

40 
ろになる。・

-正答率ののぴは4年で一番大きし中学 l年でー
正20 -、

番小さい。

本牟，L-A一学年別+ 

、

5 ら

う4 -四位数に四位数を1J日えるくりよりのある問題で，
100 
_..-- ---" 

ー .-_...-...-- 4年以上の各学年で符易・でおる。

80 -しかし， 下位群になると 6年でも十分理解されな

60 
いよろになる。 (5)とくらべて6年の下位J群児藁が

...，.，-，_..-; やや抵抗を感じてくるようになる。_--
'lE答率ののびは4年で一番大マきく，中学 1年でー40 

1 ・ 寄小さいc
正20 ‘ 
答字。
し'学年別4 
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問 題 i韓| 各学年E答率および学習率
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上，中，下位群正答率 | .問題の難易
% 
IDO 

80 
/r一

60 
， ， ， 

， ， ， ， 
4・・.1'

40 .L 
/ 
/ 
/ 
" 

忠

孝 O

L開 l
5 6 

-くり上りのある五位数の累加の問題で，この辺に

なると4年でも抵抗が大倉<，十分理解されるま

でにいたらない。

-中位群でもよくわかるのは，5年からである。下

位務では6年でも困難を感ずる。

この辺から上位若干，下位群のひらきが各学年とも

だんだん大きくなる。

・正答率ののびは4年で一番大きく，学年の進むに

従つゼ小さくなる。

% 
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-←ーー--ョ

，
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，
 

e
 60 

ノ
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40 

J // 
jf_"t.vr---7 
本 I '" 

S手口

仁判 5 

-帯小数に小数を加える末位のそろった問題で， 5 

年与L上で十分理解されるようになる.

・上位群正答率は骨生存，5年， 6e:::手で殆んど愛らな

い。中位群，下位若干E答塁手け学年の進むにしたが

って上昇する。

.IE答率ののびは4年で一番大きく，学年の進むに
したがって次第に小さくなる.

6 

% 
100 

一--つ
80 

60 

， 
_i ， 
， ， 
t 

40 
/. 

4己201 J〆

$-
-辛口一一一」年剥4 5 b 

• 4位以下の位の異る三つの整数の和を求める問題

で， 5年以上で十分理解されるよろになる。

・中位群も 5年から十分理解されてくるようになり

下位若干には非常に困難を感す.る。

・正答率ののぴは4年で一番大・きし学年のすすむ

にしたがって次期こ小さくなる。

._ー一一ーーー一-・周且・
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問 題 |騨| 各学年正答率およひな学習率
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易

-学力検査実施l侍則が l月中旬のため， 5年でも学

習率が低い。 5年で正答率の低いのはその関係と

忠われる。

難の題開上，中，下位群疋答率

• 6年では十分理解されるようになり，下位群でも
容易な問題になる。

-正答率ののびは6年で一番大きく，中学l年で一

番小さい。

巴
J

f
h
L
 

% 
100 

80 

60 

40 

6 

-諸等数 〈時間〉計算で，下位単位が上位単位にく

り上る問題で非常に困幾度が高い。 6年でも正答

率が50%に達しない。

% 
100 

-この問題が十分理解されるよ雪になるのは，5空宇

6年の上位群児誌についてである。下位群正答率

は6年でも10%に;速しない。

-. 
80 

60 

-正答率ののぴは5年で一番大きし中学l年で一

番11、さい。

至。Iτ一-ー
し特別

~O 

-末位のそろわない情小数に備小数を加える問題で

(8)が5年， 6年で十分現解されていたのにくらペ
て一層困難度が増している。

・5年の上位群の児誌から十分理解されるようにな

る。中位群，下位若手の正答率は学年が進んでも大

きく上昇することはない。.すなわち，上位群児Z立
では学年のすすむにしたがって理解されてくる児

誌が多くなってくるが， rr，下位群児童では学年
がすすんでも理解されてくる児童はあまり多くな

し、。

・正答率ののびけ6年で一番大きし中学l年で一

番小さい。
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問 題 l騨! 各学年正答率および学習率
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i 問題の難易

・異分母真分数の和を求める問題で，6年でも困難

度が高い。 6年で十分理解されるのは上位群だけ

で，中， -F位群は正答率が極めて依い。 (10)の間分
数加法と〈らべて中，下位群では過分の燥作など

に大きな抵抗を感じている。

・上位群と中，下位群の正答率のひらきが極めて大

きい。

• 6年で正答率ののぴが一番大きし中学l年で一

番小さし、。
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-異分母帯分数の和を求める問題で，分数力日法とし t
ては最も一般的な形のものである。困鱗度も絡めl
て高い:> n 

-よ く理解されるのは6年の上位群のみで，中，下 t
位群では正答率が極めて低くなる。

'lE答率の上昇は6年で一番号大きい。
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問 題 i騨i 各学年正答率および学習率
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‘ 40 

正伊20

主率与習3事。

し法制
4ト 5 6 中l

% 
100 

(2) 
80 

J ノノーー

3 1 2 ~ 
一 8 60 

40 . 

、
jf~聖20

2港存号率2。
し.'J 5 。 中l
老若年別

. 
% 
100 

'‘ 

(3) 80 ----5 5 2 
〆....--

-27 もも ‘ 

40 
』. 

E務辛L学1孝3 2 0 

. 
宇」ー。貯学年~'J 4 5 。中l

、
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上，中，下位群正答率. 問 題 の 難 易

100 号F4 -二位数から二位数をひしくり下りのない問題で
.--ー'‘---キーー・・-. 3 年以よ各学年で最も谷~な問題である。

、
80 __--- -上位群，中位群は90%以上の正答率を示している

〆'
下位群も十分理解.されている。

60 

40 

五20

Ed 
、

5 6 
‘ ， 

可4
-二位数から一位数を事1<.くり下りのあーる問題で目咽 ! 100 

a' F・........-..-→ -ーー-・ :bる。これも 3年以上で容易である。

80 -上位群，中位群には容易であるが，下位群になる

るD
. とかなり困難を感じてくる。殊に4年， 5年では
/ 正答率40%に達しなL九 6年では下位群でも理解/ 
/ 

されてくる。40 
-ーー --

-正答系ののぴは6年で一番大きく，中学 1年でー
;E.2 c 番小さい。

室L4。q鞠 - ら

% -二位数からこ位数を引く， くり下りある問題で3

r ぺ仁三ゴ 年以上に容易である。
， -' 

80 
_， 

- この~>l度では中台:群でも可成りよい正答率を示し

/ ているが， 4年I 5年の下位群において相当の抵
60 

抗を感じてくる。(局よりも正答率が低い。/ 
/ 

40 -正答率ののびは4年で一番大きく， 5年で一番小
.__-1 さし、。

五2字じド29 n 学制4 
〆'

ら b 

、J
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ぺ
問 題 l韓i 各学年正答率および学習率

% 
100 

-(4) 80 
〆/

3 9 7・ 3 60 -342 

40 

正学20

ー翠し。 4 5 ら中l

管年官・l、d肉

% 句.

100 -
.-'ーでプー(5) 

80 

~ 
. " 

425 3 
- 162 60 

40 

よE学20
、 各想

率五~ 0 
5 6 キl

L~~ 
今

与年別

?も
100 

(6) 80 

.--一一上ィイ3362 4 60 
， 

- 1838 

40 

正i!i20
答司君

、
~キじn 4 . 

5 ゐ 令l

考存剖
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上，中，下位群E答率 間 題 の 難 易

100う4， -三位数から三位，数をひしくり下りのない問題で
F ， ， -2 -e ーー.-' 為る。これも 3年以上で十分理解されている。_-

80 
~ 

-各学年を通じて下位群lE答率It50%以下である。 ー

60 -正答率ののびは4年で一番大きい。

J 一一一
40 
__-

正20

L考」 5 6 • .. 

. 
1DD7r 4 -三位数から三位数をひし 〈り下りのある問題で...--

この程度では3年以上で十分理解されている。. 
80 • 4年 5年の下位群では可成りの抵抗を感じる。

60 . .lE答率ののぴは4年で一番大きし中学l年でー
.〆/ 

番小さい。

40 
--~ .'-

、

L開;5 6 

、切
-四位数から四位数をひしくり下りのたる問題で

100 
』←ヂ?て: この稜度になると3年で正答率60%程度になる。

8~ 
. ノ • 4年以上の上位群，中位群には，まだ容易な問題

60 
とみられるが，下位群に防相当困難になってくる

上中位群と下位群のひらきは，ますます大きくな

40 
r る。
J 
/ 

-正答率ののびは6年で一番大きし中学1年でー- J / 

_;f_20 
番小さい。

章ししぶ 5 6 

， 
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問 、" 題 |韓| 各学年亙答率および学習率

1 00% 「

(7) 
/ 

J 

5864-321 -.34Q2 4 
60 

40 

正母20

答率者卒。
し戦zf4 5 6 .中1

% 
100 

(8) 80 

1.62-1.41 4 
60 

40 

.iF.1.i宇2む
若手:<'{'}，字。
し 3

4 5 6 中?

I~子年別

% 
100 

(9) 80 

800 3 
5 9 60 

40 

五場20

2与宥
if卒。
し考年寄l

4 5 6 中 l
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ょ，中，下位群正答率 | 問 題 の 難 易

10f ・4位以下の位の臭った数の泉畿で，4年では困難
『

/ノて:7 で5年になって令分理解されてくるようになる。

80 ， この経度になると中位群でも 4年の正答率は60%

〆 以下1';::下る。
60f  
. ・下佼群は4年， ~年とも正答王容が極めて依くなる。l

40 /¥  ・正答率ののびは4年で一番大き中学 l年一番小さ

I I ¥，、。

豆玄20 ----" / 

し学与別

10p -静j、数から帯小数をひく〈末位がそろう〉問題で

/J  4年では正答率う0%に達しない。
80I .c t ' l'・十分理解されるようになるのは4年以上の上位群

60f  
と6年の中位群である。

"IE答準ののびは4年で一番大きし中君主 l年でー

40 ， / / 番小さい。

/ 

まし 〆~.'， 
4 S 6 

今年li'J
、，

100 % ・三位数から二位数をひく問題の中でも困難度の高

〆..---戸占 い問題である。十分に理解されるよろになるのは

80 I 6年からである。

，.----~ 1" 4 年の中位群以下2えび5~， 6年の下位群』こは極
$0 

めて国燥である。

~ 

， ， ，， 

40 ・正答率ののびは6年で一番大きし中学 l年でー

者小さい。
正20 ~ 

耳率し与。 _-，/ 
4 5 . 6 

学年別
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尚一 題 i騨| 各学年正答率および学習王将

10074 r 

。。 80 

3 2 5 
601 I I • 1， 

5 5 

40 

ま学20、
各省・

孝卒。

し側、l
4 5 6 ~I 

% 

80 

10時3D分
-6  40 60 

40 

正母20

答替

率辛口
し 3

4 5 6'中l

号制i f 

一寸
% 
100 

。均 80 

15.8'- 3.62 4 
60 

40 

立答母忍20 

率卒し。 4 ら 6 中I

¥ 
管年ii'j
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上，中，下位群正答率 間 題 。〉 事象 易

% 
-同分母真分数の差を求める問題で， 5生存の学習率100 

の低いのは学力検査実施の時期に関係しているよ

80 

7! 
うに恩われる。6年では容易な問題となる。

60 
• 6年上位群， 中位群児童には極めて容易な問題で

J/ ， あるが，下位若手児童にはなお図様である。
a 

40 -正答率ののびは6年で一番大きい。7:s : I 
五20

I I 

苫長 ノ f

平」・営。判 d

〆〆t，「J 

5 6 

. 

% 
-諸等数 〈時間〉計算で上位単位よ りかりてくるひ100 

き算で;bるが，6年，中学 l年でも正答率50%に逮

E 

80 

「
しない。

60 
• 5年.6年の上イす群児盛治吋ー分理解される。下位

若手児童の正答率は各学年殆んど0，%に近い。中位

40 群は学年の進むにしたがって決策にE答率がのび

7 " てくるが. 6年でも国鍛でおる。" 
章L。/ノ

4 5 ら

~~宇野サ

う4
-帯Jj、数から帯小数をひく，末位のそろわない問題

100 

ノ である。極めて困難な間短‘をある。

80 

7 • 5年， 6年の上位群胞が十分理解されているだ|

60 
けである。

ヌ F 
-上位群でけ学年の進むにしたがって正答率ののび

40 
J ， がよい。亙答率ののびは6年で一番大きく，中学

" l年で一番Jj、さし、。

混ヨ手tEト子2包。 ノ d両.ー_/

4言2FE-!456  
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問

{岱}

題|騨i

80 

6目

60 

.40 

nu

ハ
U

--

料
習
字
‘

切「

正
答
・
4
岬

4
|

。』

1 • 2 
4 一一ー- l -~-
3 3 

% 
100 

民
-u

、E
nヨ

80 

60 

40 

ま券20
洛号3
卒率。
I 01，;). 4 5 6 キI

~I'j.持l
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、.
4 

表

主、

j 

上，中，下位詐正答率

% 
100 

80 

60 

40 

_;f_20 
落ド J~ノ字。
し何14 5 6 

% 
(00 

80 

60 

40 

五20

章し。開 J
-J〈」
5 6 

問 題 の 難 -易

-異分母冥分数の差を求める問題で， 6年でも全体

としてはまだず分にこなされていない。

• 6年では上位群，中位群児童が十分理解されるよ

うになる。

.lE答率ののびは6年で一番大会〈中 l年で一番小

. さL、。

-異分母帯分数の差を求める問題で，側よりなお密

難である;

• 6年でも上位群児Z誌だけが十分理解されるように

なる。

-下位群lE答率は殆んど0%に近い。

' . 

、、
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. 

'問 題 |騨| 各学年E答*および学習率

E か 11 :.車 % 
100 

(1) 80 

7 x 6 3 
bOI-

40 

/ 葬じ20ー:
4 5 ゐ <1'1 

メ
IQO 

(2) 
80 

43  4 
× 2 60 

40 

正洋2口
容.'i!l

U キじ苦手 n 
4 5 凸 <1'1 

止ま年別

% 
100 

(3) 80 

40  x 3 3 
60 

4 盟

40 

正売言20
2与す

じ 4 5 6 中l

ザヰ8"']
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. 
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上，中，下位群正答率 問 題 の 難 易

ー信
てA -乗法九九で谷易な問題でおる。

( 100 --ー・『一，一ー-
-下位鮮にも容易。

80 

--- .jE.答率ののびは4年で一番大きし学年の進むに~_.，.. _-
60 つれてそののびは小さくなる。

40 

‘ . 
正 20

、

広2しf^ ぶ
. 

5 6 

う4 -二位数に一位数をかけるくり上りのない問題で，
100 e恒~- -~ 司.

41手では ド位活字でも容易である。

80 t 全

.jE.答率ののびは4年で一番大きく，学年の進むにー司.-

γ 60 
つれてそののぴは〆J、さくなる。

40 
. 

..f_20 

手」→。ザ斗問 5 6 

/U -二位数に一位数をかけるくり上りのある問題で
100 

J骨.ー一-ー_... (積式)，全体としては4年以上で容易であるが.4J 

.-ー
年， 5王手の下位群には(2)よりは医簿度が土着してく80 

P る。
ノ

60 
.... 〆〆 • 4年正率三容ののびが一番大きい， 学年の進むにつ

40 
_..../ 

， 
れてそののびは小さくなる。

J3E急P L20 
• 3年の学習率の低いのは実施の時期に関係してい

るものと思われる。

じ 5 6 

呼5手耳i
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問題 !韓l 各学年夏答:率および学習率

% 
100 

(4) 

76 4 
x 4 

n/ J 

正，誉20

轄しの 巾3 可 5 b やI

ヲヰ骨l

% 
100 

(5) 80 

30  x I 0 4 
凸0

40 

話~字し率。o
4 5 ι '*'， 

ぜ拝客'1

% 
100 

(6) 
80 

3 4 4 
x I 2 也0

40 

.L争20

率じ穆 岨
4 

管与引
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上，中，下位群正答率 間 題 の 奏官 J元
一 ョ，

)S 
-二位数に→立数初当ける繰上り のある問題で.4 100 

--づ士ででー
年以上で十分理解されている。

80 
， 

• 4年，下位l洋児箆には極めて困難である。 5年の
"' ノ

60 / 下位群j厄盆に'j:.十分理解されるまでにいたってい

f ない。 下位群児誌には4年から5年へののびが大
/ 

きい。4-0 
/ 
/ -学年ののびは4年に一番大き(.学年のすすむに 1

".20 4 
従って小さく なる。

キLハ 4 5 6 
単年.jN . 
% -何十に何十をかける問題で，5年以上で正答率が

.--一一 70%以上になる。 4年では70%に遼しない。

-80 〆
， 

-上伶j野， ι1:'位'1洋， 下位~.1l字毎にみても 4年では中，， 

" 下位鮮が正答率70%に達しない。 5 ~手も中位群，
60 

.( 上位鮮で十分程解されるよ うになる。6年でも下

40 {1i.議
__，--
〆" -学年の正答率ののぴは4年に一番大きく，学年の {

.J_ 20 
;，/ 

ミ匹
すすむに従って漸次獄少してくる。5年中位苦手の 1

手。 のぴが上回決的大きい。

し ゼ年寄i4
5 6 . . 

う4 -二位数に二位数をかける各桁とも〈り上らない問
100 

ー/ー 題で，4年は正答率が70%に達しない。 70%以上

80 .・' になるのは5年以上である。

: • 4年でIE事字率70%以上になるのは上位群だけで，
60 

‘ 
. 中位群，下位鮮の疋答率は低い。 5年， 6年では
I r 

中位君字以上に容易である。

ぎ。己土 .lE答率ののぴは4年で一番大きし 学年のすすむ

に従って小さくなる。 5年中位!B手正答率ののびが卒。 大きL、。 . 

し弊害hf 5 6 . 
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問 題 |騨| 各学年E答率および学習率

7 00% 「

(7) / 
80 

85  4 
x63 60 

40 

正答守管20 

ネ』字『。ず与引 4争 5 。中1

% 
100 

(8) 80 

3 1 0 0 5 
x 23 0 も日

4-0 

2止率E、df事2。0 
し ゅ 4 5 b 中l

営』手引

% 
100 

(9) 80 

2.64 x 5 5 
60 

40 

ぞ|〆
ザ坪号小j3 4 

5 6 中l
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、、

上， 中，下位若手正答率 問 題 の 数 易

一. 
『Oo.34v -二位数に二位数をかける最も一般な型の問題で，

~ 4年では全体としては因縁，上位群児童が十分理

80 / 
解される。中位若手児iiiは4年では図緩， 5年で十

， ， 
分理解されるようになる。また，中位欝でけ5年， ， 

60 -〆
. ， ， で正答率ののびが一番大きい。下位鉾は6年でも

40 ， 極め困難である。

" .1E答率ののびは4年で一番大合<'学年の進むに• 
正20
/___.，----

したがって小さ〈なる。

Z字L。
し挙制J5 6 ‘ 

、

コも
-雰の処理を必要とする察法で， 6年でも十分理解

∞三 されるまでにいたっていない。5年ではやや鼠駿

80 である。

• 5年， 6年の上位瀞児怠及び6年中位群児童に十
60 

分号室解されるようになる。下位群児訟には極めて

40 困媛である。 . 
.1E答率ののびは5年で一番大き<，中学l年でー

止2辛与2口8 / 
J 番小さい。

I .....， 
_..... ・

し料FJ 5 b 
P 

う10

:・帯J唱に一世の整数をかでJはけ」中る子位問主瀞題主，色m上町-位群a分d理の附解E議F きょ100 
Eれるのは中学 I~竿であ;-、

80 

F樟- 率52ヒ一年がも晴Iで2、E0はE3手6上且当~，位上b~群に極，なあ官る6年.下位一瀞は4巳年，一5年一，E6年答局J ! / F 60 

" て低い。
f 

・正答率ののびはで5一年番で大ー... 呑pき'.大し、注、J。きa通い事。上位群~畠;:v:;中占-掴位時書: 40 
/ 

若手正答率も5年

:‘k 

J1.20 . / 
手草」。 / 

./ 
-ーー

し管制]
4 s 6 

. 
-229-



問 題 !騨| 幸子学年正答率および学習率

γヨ
100 

(10) 80 

7.8 x I 0 
60 

40 

主挙20

モ'J'3 4 5 6 中i
そ言年制

% 
100 

{担j
80 

561 5 
x 385 60 

40 

そしつ:i + 5 d 中l
，*.与別

y。
• /00 

u2) 

三-x2 6 下7 

401 

正~世20

各':il

ぞ」卒→。学与ll~ 4 5 b キ}
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' . 

上，中，下僻正答率 | 問 題 の 難 易

%ー: ・常ノj、数に十ちと努きずる問題で，中学 1，年でようやく
100 

十分理解されるようになる。

80 /ノ ・5年，6年でもよ僻のみが十分理解するだけで

下位瀞の正答率は極めて低L、。
60 

/ ./  ・踏率ののぴは5年で一番大ぎ¥，'e上僻疋答率

40 4 ，t ののびは5年で大きし中位群正答率ののびは6

J' 年で大きい。

_;LLOI " / 

守不主。 正ニーー//

しずムl

% ・三位数に三位数をかける問題で，三位数のかけ算
100 

としては一般的な問題でるる。 これは何れの学年

80 でも母疋答率70%に達しない。

/ ・ 5~， 6年の峨児童が悦解されてくる。
60 
/ 下僻児童の疋答率I~極めて臨、。

40 J ・正答率ののびは5年で一番大きい。
f / 

ぇ20 〆ノ// 

章。 /ー/

し
4 5 O 

学斗別

ラも ・真分数にま整数をかけて英分数になる約分のない問
100 j 題で， 6年で容易に理解される。
80 正 I • 6年も下位群児童立にはなお困難である。上位排，
ω l・ 中位群正答率の釜は小さい。

[ I .聴率ののぴは6年で一番大き く，中学l年では
40 fJr ややさがる

正20 ゴ
章」。Lぶ

.. -231-



問 題 |韓l 各学年正答率および学習率

、 うも
100 ， 

(ゆ
80 

~x4 6 
8 60 

‘ 40 

1;-
12b孝5iL2字H閉-40 ・。"i-"'"伯別、私
_j/ 
4 5 。中I

うゐ
100 

' 
S品

.・

80 

3~X 3 6 . 
5 る0

ゐ ー 40 

//'" 

葬し2:特 J3 _jj 4 5 6 中t
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上，中，下位群正答率 問題の難易

。10
100 

80 

チ

ιて
60 

40 

五20
2与
卒 。

し 判。!

-真分数に整数をかけて帯分数となる約分のある問

.題である。 6年・中学I年でなお函鱗である。約

分と積分数になる処で抵抗を感じているように思

われる.

6年山間同理解される。 t
・正答率の学年ののぴは6年に一番大きい。

6 

-幣分数に撃数をかける問題，困難度が高い 3

・6年では上位群だけに十分理解されるs

.1E答率ののびは6年で一番大きし中学 l年で低

くなる。
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問 . 題 |配当
学年 |

各学年正答率および学習率

W ゆり. % 
100 

(1) 80 

1 8 -;-3 3 
60 

40 

正f宇20

怠宅

亡時 4 5 6 <1>， 

ぽ主宰別

% 
100 

(2) 80 

20 0 ~ lO 3 
60 

4 
40 

正母20
耳ト習

t 』3 4 E 6 中』

ぜ尋問

'/. 
100 

(3) 80 

2πτ吉 4 
60 

40 

正J拳20

2ふ1;

キし李n 
4 5 6 司~I

ザ斗ljoj
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上，中，下位群正答率・ 問 題 の ー灘. 易

う4 l-九で 3…恥一100 
ずかしい。 4年では上，中位Z群Y自立によく理解さ.，.-

80 れているが，下位群児童きにはむずかしい。

ノ-
-下位!砕児蛮にも容易になるのは6年からである。

60 I .正答率ののびf"4年だ一番大きい。/ 

~O 
_-_./ 

t 

正20

定卒ド。
し 制百44

5 6 

% -何百を何十でわる問題で， 3年または4年の問題100 

/:/ で~t， るが" 3年や4年では全休としてむずかしい

80 ことがわかる。5年以上で容易になる。
J 

， 〆 • 4年では中i下位詳児主主には図鑑な問題である。
60 

a・/ .5年では*位軍事児玉証には容易になるが，下位群児 1

40 " 厳には困難である。 6年でも下佐野ク邑震には困難
/"  

で‘おる。/ 

正20
_-/ 

-全体としてのびの大合い処は4年-c:，.〆J、きい処は
ちキ。 rl1学 l年である。 4年， 5年，6年とi隼むに従つ

し ，削l

4 5 6 て中位若干Pよ遣ののびが大きL、。

% -三位数を一位数でわって各桁ともわりきれる問題
100 

7 で，4年全体としては亙答率70%に主宰しないが，

80 上位若手児謹の正答率が非常に高い.下位群児童の

/ 正答主総は低い。
， 

60 
州蹴輩l'i5年より十分醐さすいになる|

40 
し，4年，日年，6年と進むに従って中{立溌児童

L 
の正答率ののぴが非常に大きい。下位若手は;bまり

庁、γ~Tr\ 、 .

lE..20 .，---
キ湾Ln 

し州4 S 6 
番
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問 題 l騨l 各学年E答率および学習怒

% 
100 

(4) 80 

4JT318 4 
60 

40 

答J季足場Lt4rF20 O U 

4 5 6 'i" 

't主~~N

% 
100 

(5) 80 

6戸ITす 4 
60 

40 

葬じ:り 4 5 6 守l

母虫干!i'1

% 
100 

(6) 80 

36汗すす 5 
60 

40 

a己管QO
ち司g

で113 4 5 6 'i'， 

管制，)
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上，中，下位群正答率 問 題 の. 難 易

% 
-四位数を一世数でわる各桁ともわりきれない余り100 

ー
ノマ: のある問題，またわ小数第一位でわりきれる問題

80 
ア

， で，4年としては極めて困難である。上位群児翠
-' のみが理解されている。中，下位瀞児童の正答率

60 : は態めて4まい。

40 
， 

-中位若草児護ののびは4年， 5年， 6年と進むに従
， 

って極めて大きい。下位群児童ののびは極めてtJ、， ， ， 

正20 さし、。
. 

芦vι " 
ーー -正答率ののびは5年で一番大きい。

し
4 5 ・6

学』辛E・1
"'， 

% -三位数を一位数でわる商の途中に主主位のある問題
100 

7 で， 4年の問題としては閤徹夜が高い。6年でも

80 
十分理解されるまでにいたらない。

/ • 5年， 6年の上位群児童が十分理解されている程
60 度で，中，下位:鮮児主主にけ.極めて樹灘である。

， 

40 
， 

.1E答率ののびは5年で一番大きし中学l年でー一

/ 番小さい。

;E_20 
， 
， 

・辛容 c --." ___.・，ーー -- • 

し没年J 5 b 

100% v -三依数を二位数でわって一位の路がたつわりきれ

R 
る問題で，5年ではまだ十分理解されるまでにい

80 たらない。

6(¥ 
• 5年上位若干， 6年では中，上位群児童が十分王室解

n されている。下位群児童には極めて困難である。

40 

T .IE答率ののびは5年モ一番大きい。

JI_20 -、
I 

牟宅しト01 ./ __.../-: 
学与Fi4 --e5' ， 6 
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問 題 |騨| 各学年亙答率および学習率

% 
100 

(7) 80 

2 1) I I 04 5 
60 

40 

ゐず20

王忽手;L智手→。付PS写悶 4 5 6 マl

% 
100 

(8) 
80 

2.8 ..;.-4 5 
60 

40 

正ゲ20
zι:替

セ 3
4 5 6 中l

学年1f'1

% 
100 

(9) 80 

Jー ..;.-7 6 
60 

4 

40 

答b電世P20 

士 4 5 6 中I

ぜ与別
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上r 恥下位群正答率

〆

| 問題の難易

% 
100 

. 

r
h
L
 

80 

60 

-四位数を二位数でーわって二位の商が立ち，余りの

ある問題で，全体的には6年や中学 1年でも十分

理解されるに至らない。

・5年上位!詳， 6年上中位:群で十分理解される。下

位;鮮には極めて困難。

.1E答率ののびは5年で一番大きし中学l年で一

番小さい。

号、 Jj/
し管制4 5 6 

-手持小数を一位数で‘わり，わりきれる問題，全体的ー

には6年，中学 l年でも十分惑解されるまでに至

らない。

・5年， 6年上位群児童で理解される。

.1E答率ののびは5年で一番大きし中学 1~年で一

番小さし、。

J 

-真分数を数数でわる約分のない問題， 6年で容易ー

である。

・6年では上，中位若手児童に容易であるが，下位鮮

児童には極めて困難である。

・正答率ののびは6年で一番大きく，中学 1年で一

番小さい。
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問 題， |騨l 各学年E答率および学習率

% 
100 

(10) r]'、数第二伎を四捻五入し 80 

なさい。
5 60 

7汗8.5

40 

正学20

モ日 4 5 6 中1
'すま手刻

% 
100 

凶 60 

4 ι2 6 
9 60 

40 

忌主士主習雪，20 叫

4 E 6 中l

少年制

% 
100 

。。
80 

783)75951 5 
6.0 

6 

40 

正40

苧活」司陸・。号事初叫 4 5 品 中l
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上，中，下位森正答率

1ん
100 

80 

4-0 

/ r F 

220巳三
じ 6 

学年W1

問題の難易

-小数第一位までの帯小数を一位数でわって，小数

第二位を四捨五入する問題で，各学年で極めて困

難である。

・6王子の上位詳児童のみが十分理解されている。中

下位若手児童には極めて困難である。

・正答率ののびは5年で一番大きい。

100 
% 

52:i J乙
し特別

困難である。

-真分数を一位数でわる約分のある問題で，右翼めて

• 6年の上位若手児主主のみが十分理解されている。

.IE答率ののびは6年で一番大きく，中学 l年で一
番小品、。

メ
100 

80 

60 
d
F
↑

一

〆

一一
-

一
/
/

一

/

一一

-

a
''

一

，
--

一
d
/
/
一

一

戸

40 

4
，
 M明

品
守

fihし 5 6 

-大岩な数を三位数でわる問題で，題めて困難であ

る。

• 6年の上佼群児謹のみが十分理解される。

.正答率ののびは6年で一番大きい。
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問 題 l韓l 各学年正答率および学習率

% 
100 

(13) 
80 

6 12-3一+5 60 

4-0 

豆2喜半智20 

ザL→。科事，l1J 

% 
100 

(111 小数第一イ立までけいさん 80 

し.~まりがあったらかき
5 

なさい。 ι。

15)65 4-0 

.iI:Jそ20

2落FiT司字』4 。- 4・3
4 5 ゐ中1

't年別

〆
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、、

! 上， 中，下位粧答率

ll-
80 

60 

フ
プ
チ
/ι

40 

Jo20 
~ 
牟 n

し拘~~ :， 6 

% 
100 

80 

~ . 
60 

一|/

仁|イイ; 
L....ザ年寄'j

問題の謀議易

- 帯分数を~{立数でわる問題で極めて閤難である。

• 6年の上位群児童でも十分理解されるまで』こいた

らない。中， 下位鮮には縄めて図畿でゐるの

・正答率ののびは6年で一番大きい。

| 二位数を二位紙一一で求めてあ |

まりを求める問題，自転めて困実主である。

1・6年上位群でも緩めて図般である。

1・正答率ののぴは6年で一番大きいが，のびの程度
| は大きくない。

'" 
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7問-一一一一一瓦一一嘩「草「「
各学年五答率および学習蒜Z

% 

3凹巳
(1)付) つぎの口のなかにち 801 ，e=-../"ーー
よろどよい数をかきなさい。

2 

3 +口=15 
60 

40 

答正で4常U20 岬
4 5 6 宇l

tf.年初

% 
100 

(1) 同
80 

20-(5.+ 7) -口 4 

60 

40 

.i潤E挙20

ての <)，3 4 5 6 中l

~靭・i

100?「4 

(1) 料 80 

2 : 4=口:2 6・
60 

401 

定。lご-;7
手苧」，oゲh特i.3 4 

. . 
6 中1
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間 題 |嬰j 各学年正答率およ・び学習率

" vその他 メ
100 

(2) 

80 

5J;8 正しいかどうか 4 

6D γぎ たしかめるには
三三 どうすればよい
3 でしょろ。 ， 4D 

つぎのなかで正しいものを
.il!学20

0でかこみなさい。 Z与号9
(1) 5X15 

(ロ，) 5x15-3・
存L率。 IJI 4 5 6 中l

f守 5xlヲ，卜3 管年初

且
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v 
80 

60 

40 

foE 
浮。

し州14

， ， 
，.... 
/" 
ノ ー

5 6 

問題の難易

・わり算の検鎮の問題で，各学年とも十分理解され

るまでに歪らない。

• 6年の上位詳児童で十分理解される。

・正答率ののぴは6年で一番大きく中学l年で，一

番小さし、。
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、問 題 |韓| 各学年正答率および学習率

理YI応用その1 γ. 
‘ 

1 100 
(1) よし子さんの組作49人でしたが /一3人よそへいきあらたしく 2人は 80 

いりました。 L、〈人になったでし 2 〆/

zヲ。 60 

40 . 
正母z口
答司自

d 

孝字。
し 中3 4 5 6 '1'1 . 't斗牙l

白) このグラブはわなげをしたとき .100うF4 
のせいせきです.まさお〈んはな

------・んかいいれたでし.? 80 ，... 
3 

60 
15 

，。 40 

s .... 

正拶20

• 答忍

!ヌ; t まおゐ P ろし 孝仁川 4 5 φ 中[
学年別

ー，

(3) まさおくんの家ではノートをし
100% r 

いれました。 1冊18円でしたこの -
ノートを lf舶につき2円もうけよ 80 

~ー

雪之おもいます.ろりねをいくら 3 
.-/_  

にしたらよいでしょう. 60 / . 
4(J . 

星学20
~~ 

tiu 4 5 6 ~I 

~jH 
、
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上， 中，下位若草正答率 問 題 の 難 易

1004 
. ~成加法二段階の問題， 3年以上で司十分理解される。

ー--ーー-ーーー -~- • 4年5年6年の上，中位群リ己室及び6年の下位群

80 . 児主主巳十分理解される。
60 

/ / .Jニ，中依若手正答率は学年が進んでもあまり大きな
/ / / のびはない。下位群は6年で大きくのびる。

40 '" . '1E答率ののびは4年で一番大きい。
‘ 

正 20
2主
象。

し 学斗Z'l4 
5 6 

loo。:/ . ，俸グラ7の見方の混解に関する問題で3年でも容

・-一-...-.......同 易に理解されている。 a

80 • 4年5年6年上.中位群児童及び5年6年の下位

/"〆 群児童に十分理解される。
60 
〆/ '1E答率は学年の進むに従って比較的酪泉的にのび

40 ている。
. - . 

正20
宮与

町

ピ年内 4
5 6 

' 
¥ 

司邑

10必 .1別法一段階の問題で，4年以上には容易でおる。
圃.
.J' 

• 4年以上では，上，単位群児童に容易であるが4

80 
_， f 

~; ... 年5年下位群児童には困鋭である。
.，，，，; 

-正答率ののびは4年で一番大きし中学I年でー60 . 
/ / 

/ 番小さい。

40 
.--_./ 

/ 

正20
2与 ， 
率L学o年別 4 

. 
5 6 

-ー
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題 |翠差|
7' 

問

仏)休置をはかるときの単位を下の

中からえらんで，正しい答をOで
かこみなさい。

km ~ kgα  

率
一
習
一
学
一
び
一
ト
A
F

-
-。-

K
マ4
-

率
一
答
一
正
一
年
一
学
一
'

一--
，--。

H
百

-
e
J
nu

-

n
u
 
-

ゆ
a6

 

qJv 
n
マ

匂
》

L

hH 

m

0

・

U

W

日
制
梓
↑
し

3 

80 

60 

40 

(5) ひろしくんの家は学校めら，ど

.ちらの方向にありますか。っきずの

うち正しい答をOでかこみなさい

北

百

南

東

(6) ひとつのいす'こ4人ずっこしか

けると51人の人がみんなこしかけ

13r 
3 60 

40 

正学20
淫!i!}

多浮 ol 
T . .J13 4 5 6 <l> 1 

'-学拝サl

う。

るには，いすがいくついるでし .I I 80 

4 

う4
100 

60 

4{) 

2と誉20

ー 答亡脅 叫

5 6 中l

学年別
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上，恥下位縛正答キ | 

% 
100 ... 

v一一←一て::
〆

80 ーヲ， ， ， . 
60 

/ 
40 

〆"
/ 
/ . 

L
料

f
hし

.問 題の難易

-単位の翠解に関する問題で，十分理解されるのは

5年からである。

・4年5年6年の上.中位若手!J己主猛及び6年の F位群

児童に理解きれる。

0 ・ 正答率ののびは 4年で一番大き~\，、。

100 

80 

一一一
60 

40 

J1.20 
広

三年。
し 牛
学年号l

/ 
J . 
5 

-方作の理解に関する問題で， 3年 4年， 5年で

は調室主である。 6年でも十分理解されるまでにい

たらない。

・4年 5年， 6年・(-fj:.上位1洋児政治:十分理解され

る中位和U謹て寸分理解されるのは6年である。

け ・正答率ののびは6年で一番大きく巾学 l年で一番

ノj、さし、。

. 
‘ 

ら

% 
100 

80 

フzj60 

4{)! 

2三"nI""./' ノ

仁|-ンノノ
〕 学年別

-わり算、<2あまりの処理を裂寸る一段階!の問題で各

学年を通じて困雑である。

・上位若干児童で十分理解されるのは，5年 6年・で

下位苦手Y主意には，極めて閤仰である。

・正答率ののびは6年で一番大きく中学 1!年で一番

ノj、さL、。
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ら

% 
100 

上， rj"，下位粧答率 | 問 題 の 難易

80 

60 
/ ， 
〆， ， 

40 
J' 〆
，
 
，
 
a' 

11UZ  
! L→ 白靭!?

-直方体の中に含まれる立方体の数の理解に関する

問題で，中学 l年で十分理解されてくる。 4年，

ラ年，6年では十分理解されるまでにいたらない。

• 5年， 6年の上位排では容易になる。

' IE答率ののぴは 6年・で一番大~ぃ.

。l ‘，。
100 

ωJアづ
ア

ドロ/
し科別4 5 6 

80 

40 

-分数倍の理解についての問題で， 6年，中学 l年

でも十分理解さ骨1-;るまでに歪らない。

・5年， 6 年の上位群'y1!，~2えぴ 6年の中位岩手児蛮に

十分理解される。下位群，YI!，:ii(には極めて困難でj(>

る。

.lE答率ののびは6年て一番大都、@

% 
100 

加

ω

刊?章一]し

- 除並走法二段階の問題で各学年とも僅めて図書f~であ
る。

• 5年，6年の上位群児まなに十分理解される中，下

位群児撃には極めて(aS難である.

・正答率ののびけ6年で一番大きい.上位鮮正答率

ののびは， 5 年で大きく ~I'{立群疋答率ののびは6

年で大都、。
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問 題 |騨| 各学年正答率および学習率、

側 0.2はToがなんこですか。 100。/d3f ， 

80 

4 
60 

40 

正学20

等習

字率L40学五宇野示i3 4 5 も 中{

一一一一一一-

仰まさおくんはきのう午後9時

ねて，けさ6時30分におきまし
100% 『

た。ねていた時聞は何時間何分にl 80 

なるでし， ? 0 I 4 
60 

40 

正予20

語L。学1年制・J.3 4 5 ら 中l

側…ょこ 7ぬの協の| 10ど
面積は何平方メートノレでし う。

80 

5 
60 

40 

正学20

草1 。LJ839 
4 5 6 申l
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4ヨL

上s 中，下位!溝正答草、

1。Ji

80 

60 

40 一五一
jE201-----7 
答 I .二ー_....-ー・

仁+今年忌l

| 問 、題の難易

-小数と単位分数との関係の理解に関する問題で，

4年の学習率が低い。各学年を通じて極めて困難

であるロ

• 5生存， 6年の上位若手児童量lこ十分理解されるが中，

下位群児童には極めて困難である。 I

・正答ののびは5年で一番大きい。

。，，. 
100 

80 

60 

4.0 

.，E 20 

遣に

率 。

L→管斗別 守

フそ
B ， ， ， ， 

ョー_4

a・
〆"
/ 

一ーー".-~ ， 

5 

.1時間計算の淫解問題で，ヰ年5年では困難でお

る。 6年でも十分王理解されるまでに安らない。 I

・十分理解されるのは4年， 5年 6年の上位済見

盤2立び6年の中位苦手児童である。下位群児童ヒは
極めて図禁罪。

.]E答率ののび{ま6年で一審大きく中学 l年で一番

小さL、e

壬、

ぅ4
100 

I 80 

60 

40 

-長方形の函債を求める問題で6年で，十分理解さ

れるようになる。

・5年 6年の上，中位群児童誌には十分理解される

よ引!こなるが，下位群児童には磁めて国縦であ

る。

.]E答率ののびは5年で一番木きく中学 l年で一番

小さい。

-255ー



問 1騨 l 各学年正答率および禦習塁手題

附 さんすろのテストを5回ゃった

・ときの，まさおくんの成績は. 9 

点. 8点. 9点. 8点， 6点でし

た浮均すると〈ならすと〉何点で

Lょう。
5 

rci~ 

80 

60 

40 

正学20

答者

辛卒 (\~
I マ・ >1，3 4 5 6 宇1

』学与野'J

% 
100 

(14) 封じた手紙の料金は下の表の通

りもす。目方25gの手紙は切手を

何円ほったらよいで・しょう。

5 
目

20gまでは

20g以上は20gま

すごとに
1 0円

80 

60 

40 

-宇A
M
 P-

A
骨

令
d
巾

間

的年

初

ム

咋

以
守
寺
拳
ド
i
』

正

答

率
1
J

% 
100 

間 日の丸の，はたの'たてとよこ

の長さの比''l.2: 3ですeたてを
40cmにしたらよこは何センチメ

ートルにしたらよいでしょう。
6 

牛0

正'if20
~智

率率。
T 小3
L...号FJ干別

80 

60 

4 5 6 中I
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t 

上t rj1，下位若手正答率 問 題 の 灘 主ち

% -平均を求める問題で.5年.6年でも十分理解さ ，
100 

〆ノ れるまでfこいたらない.中学 l年で十分理解され

80 てくる。

/ ，.. -十分理解されてくるのは・6年の上位群児箆と中|
60 

， ， ， 

/ J ， / 位若手児重である。下位群には極めて閤縦である。 I

40 〆

， ， ， ， 
. 正答率ののびは5年で一番大きい。

， 
よ[20 • ~ "，./ 

辛口 -戸〆

し科8'J
4 5 6 、. 

% -手紙の税金表の見方の理解に関する問題で，各学
100 

年とも極めて困難である。

80 -上位:群児童にも鍾めて厨難で，中，下位礁の弁別

φ0 
がみられない。

-正答率曲線は殆んど水平に近い。

40 .. 
-/  

;I. 20 ・『、ー<~;竺;;....
本 r-二= 、
辛L口AF」J干 456  

~'I 

ー

100% 1 -比例の理解に関する問飽で6年で寸分理解されて

/ いる。8D 
• 6年では上中位群児童lこ十分理解されているが下

oO 位欝児童きには極めて図鰻である.

‘ 

'A答率ののびは6若手で一番大きく中学l年で一番
40 

ノjf 小さい.

正20

2ふ I I 
，.~ I 

" 0 
ピて J

し作別 4 5 6 
‘ 
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• 

間 題|騨|

(lG) この正方形グラフは，はるおく

んの家の土地をあらわしたもので

す。全体の函績は200aです。田

の面積は何アールでし ζ う。

.. t::~L~T'土::!::ィ~..J]_.._ ; I 持冒

L二Jぷ.…1γ41γγ;rγけ-一寸"'，'匂 1し-日イ?十十T十r-ト.日….…'1い，….日7十十-?γ十1下γ.“コ..'

6 

各学年定答率および学習主総

% 
100 

80 

6口

40 

正常20

J:: :: ; 季季引;|;計;;計i片イ叫浮示出詐俳陪:;;ff 0-"ミ 謀L・。手L年 ')13 
争J • 

5 。'1'1

間縮尺 1.:10000の地図で5Cn1のと

ころのじっさいの，き ，りは何メ

ートルですか。

6 

-258-

% 
100 

80 

40 

正4'20

立L 孝l与剖

/ 

4 5 6 '1'1 
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b・44s下位群正答率 | 問 題 の 難 易

う4 ・1E方形グラアの見方の理解に関する問題で6年で

100 も図努重である。

80 / 6年上倒裁に十蝿解される

.1E答率めのびは6年で一番大きい。60...  I -~ . _.--- -

. ‘ 

40
1 J / 、
'/:  

~20I ・f 
答 ， ... 

t 
-〆戸

管0端 i456  

% ・縮尺の理解に関する問題で，極めて図縦である。
100 l ' ! 耽 ・6年上僻児童も困線。

8C ' • I .1E答率ののびは6年で一番大きい。
6C 

40 / 

正 D Y
ゑ.ifoL__!;/---ιノ/ 

し
4 5 6 

t!I年!'1

F 
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， 

一‘ | 学配年当| 問 題 各学年正答ギおよび学習ネ

1od  

(1) はる子さんは50円もっています a ~ 
54円のえ本をかもとまず三いくらの 80 

こっているでしょ号。 2 60 

40 

、
正挙20
呑~~ r帥

率手........ 。学|与別 4 5 6 中』

. 
ー

(2) l箱に10こはいっているキヤラ
10計

ヌノレの箱が3つあります。このキ / / 戸♂

ヤヲメノレを5人で同じようにわけ 80 

r" ると l人いくつになるでしふう。 3 60 

/ .. 
40 

~. 

， 
豆洋20. 
苓奇書

て 。 4 5 b 中l

P ザ斗予l

. 
(3) 下の表は，まさおくんとはな子

106:. 
さんが，てんとりあそびをしたと ..，.，-
きのせいせきですまさおくんはみ 80 

なで何てんでしょう。 3 60 

、

~i~ l lI 1 1 4 1 0 1 1 
40 

正学20

日子I0 I 3 I 3 I 0 I 2 

等号3 予

tJ3  ~ 5 岳 命1

d営与別

ノ
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上，中，下位群疋答率 問題の難易

OJ 

'0 100 r --:;云~二三二

p 

" ノ

80 
，/ 
/ 
/ 
~ 

60 

40 

.J'.20 
:f. 
辛口

L糊 d4 5 

-淑法一段階の問題で極めて容易である。

• 4年以上の下位!群児宣伝にも容易で~る。

'lE答率ののびは4年で一番大き《中学l年で一番

ィ、さい。

，・
6 

% 
100 -←ー=コ...-
80 

60 
，，
 
，，
 
，，
 

40 ー__"
iE. 20 
ぶ
坊主
句、 D

L""'_"，o.，4-
4F年号l

5 

-乗除二段階の問題で， 4年以上の児童立に容易であ

る。

. ， • 4年以上の上，中位群児童6年の下位苦手児童に容

易である。

・正答率ののびは4年で，一番大き〈中学l年で一

番小さい。

6 

10。

80 

. 
/ 

/ _ ... 〆...--
60 

40 

正 20
答

字 o.L
t‘ 4 5 6 
』学与S~

-二次元の表の理解?と関する問題で3年以上に容易

である。

1・4年以上の下位若手児童にも容易である。

.18答率ののぴは4年で一番大ぎぃ。，
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間 題 l騨| 各学年正答率および学習率

凶こ何定木の直角はどれです| う4
か。下の字のうち正しいものをO

100 

でかこみなさい。 80 

60 

40 

正f幸20
答r{}

?亡中3 4 5 ら中lL、 ろ t立 ~斗11，1

‘ 

倒的くんはかぜを…の | % 
で体温計てーはかったら図のように 100 

なむましたQ 何度何分でしょろ。 I
80 

4 
60 

(斗4441:ι;骨|盛llI!!it事 11l1~iIIilif ~ 
40 

正当f"20
答号9

士 4 5 6 ot卜.. 
守2干別

(6) はる子さんは閉めノート3さ| % 
100 

っと6円のえん}ぴつを5;;1;:かいま

した。 みんなでいくらでしょっ。 I 80 

4 
60 

40 
. 

正学20

tb + 5 6 <tl 
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上，中，下位:常正答率

JD% O l -直角の理解に関する問題で， 4年以上の児童に容

v〆~・，..-_... 易でおる。

80 
.-....... 

ノ
-十分王理解されるのは4年の上，中位詳児童と6年 |

，/' の下位若手児童主である。
60 /，..， 
. / / ー・正答率ののびは4，年で一番大きく，中学l年でー

40 番小さい。
e 

r 

正 ヨ0 ーー
主与

千._・。4炉l与制 5 6 

、

% -体混計の良雄の見方の理解r.:関する問題で， 5年
10'0 

、..----プ・ 以よの児買で‘十分理解される。

80 
， 

• 4年以上の上位群児童量と5年， 6年の中位群児童.、 ~~Þ' 

" .に十分理解される。 4年， 5年下位薄児震は極め
60 .' 

.' r て困難である正答率ののびは中位群児童がよい。
， 特区 .1E答率ののびは4年で一番大きく中学I年で一番

小さい。
;E. 2G 
2与・ 1‘ 

キ D 、

し 4
， ー，ず年別

メ、
、

J 乗加二段階の問題で， 4年ではまだ困難で為る。
10.0、

~てコ 6年で十分理解されるようになる。

80 

" • 4年，5年6年の上位群児童主5年，6年のrt位群，. 

60 
， 児童に理解される。下位群児童震には極めて困難で

• d， ， 
J ある。

40 -正答率ののdは4年で一番大をい.
， r ，， ，， . ， 

正Z与20 〆/ ， ， -

?』?サ」材4 5 
6 
; 

= 
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問 ー題 |諜| 各学年正答率および学習率

(η つぎの囚のなかにち 、ろどよい % 
数をいれなさい。

100 

80 

60 

4{) 

£学包G
~古l

LOJ 4 5 ーコ 'l'l 
(7) % 

100 

帥 18d.Q，=
80 

3 
60 

40 

正止す20
芯司E

じ ι 4 ら 6 ヨヤi
ザ三U'J

(8) にいさんのせいの高さは陥m，I % 
100 

いもうとはにL、さんより31cmひ

< < …んは Lもはよ | 80 

り18cmたかい。あきら《んのせい 3 
60 の高さは何センチ.メートルでし=

'}・
~ 

ぞじ4干 5 6 '1'1 
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上，中，下位鮮正答率 問 題 の 難 易.

メ -単位の換算 (kmとm)の理解に関する問題で各学
100 

年を通じて困難である。

80 
ー/

• 4年， 5年， 6年の上位瀞児童と包年の中位群児
一一/ .. 2きには容易でelbるが，下位瀞児童には極めて困難

もB である。

七二t
-正答率ののびは4年で一番大きく中学i年で一番

ノj、さい。

'f-o 

し向7
5 6 

， 

. 

% -単位の換算〈必=d.0)の理解に関する問題で各
100 学年を通じて極めて困難でおる。

80 • 5年， 6年の上位群児E訟で十分理解される。中，

r J， 下位群児童話には飽めて困難である。
60 

/ 
-正答率ののびは石年で一番大きく中学1年でふ番

40 ペj、さいz

/ 
正20 .' 
'A  haF ......_.. ~A........ 園.

卒 。 」

' 
き

し学時l
4ヰ 5 ら ， 

， 
、

.九 -並走加二段階め問題で3年， 4年には極めて殴難な
100 

問題である6年でも平均的には十勿理解されるま

80 
./ノ でに至らない。

〆_....----
， 4年， 5年. 6年の上位群児童及び6年の中位群

60 電

児童には容易である抗下位群児童には6年でも
，. 

極めて困難である。

" 40 
~ 
/，. .1E答率ののびは4年で一番大きく中学l年で一番
.' 

!_2'0 小さL、@
害L ." 〆/〆_，.

卒。 」

4干 5 6 
』ιー

し.開1 e 、
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問 題 |騨 | 各学年疋答率および学習率

(紛まさお〈んの町の人口は5967人 % 
100 

です・これけおよそ何千人でし f 

480 I /"-
40 //  
政2~U/
関 r
し 中3 4 S o '1'1 

宅世年別

附 これは糊II 10;; 
県
高たの米の収gE / 

保.'ili<<向策相~1:iii をあらわし

時・.. グラフです ::L_ 7 
昭ト和エJ2加0年-;r:J;;f，ほJお-， 4 ・ t/  

棚 万6、石"'-1とHJれEコたIHJでf 5 60 / 

しょう。つぎ
3D・ の答の号ち1E' I 40 

しいものをθ //  
酬 でかこみなさ ./ / 

/ 凶拶~幅1 118 1司2012112211324 制54f0j2万27石0353万河(吟石2村902 答じ4日 小3 "3 5 6 中I

万石的380万
石 守4-Fl

うら
(ω 直方体には商 100 

/ 

丘
タますか / 

601 I 
40 I~J 
蹴。 l/
特 〆J
じ小3 4 5 6 中1

サキ別
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上，中，下位鮮正答単 問 題 の 難 易

% 
-概数の理解につレての問題で，4年としては困難100 

ノイ7 な問題である。

81) 
〆 ， ， ， ， • 4年， 5年， 6年の上{金持宇児議及び6年の中位鮮

60 .' 児童に十分理解される。下位鮮の児童には極めて

， p ， ， ， ， 困難である。学年の進むに従って中位群正答率の

40 
， 

のぴがよい。

正20

， ， / ， 
-正答率ののびは4年で一番大きく中学I年で一番

/ 〆/ 

， 

2与 小さい。

卒Lo管制--_./ 6 
. 

う4 -折れ線グラ 7の見方の理解に関する問題で'JF.答率
100 

~ 
曲線はほぼ直鯨的である.4年， 5年でも平均的

80 にはやや困難できbる。 6年でも十分理解されるま

/ / でに致らない。

60 ， • 4年， 5年， 6年の上位群児童言及び百年の中位群

40 
. ， ， ， ， 

児童話が十分理解されるようになる。中位群正答率

L 
はのびがよい下位群児童には極めて閤難である。

正20 -正答率ののびは4年， 5年で二大きい。
2与... ....." 

キL0 ・------ 6 
学年$1

う4 -直ガ体の面の数の理解に関する問題で，各学年を100 
通じて困難である。

，...__ 
80 、. . ，5年， 6年の上位鮮と6年の沖位群児童立には十分

60_ T 理解されているが下位群児童きには極めて図難であ
， る。市佼群疋答惑ののびがよし、。

40 
，/ 

/ ./ .jp答率ののびは5年で一番大きく中学i年で一番

，/ ょj、さL、。
正20
ぶ ・，'， t〆J〆--

卒。
__-- . 

し管制

4 5 6 

， 
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問 題 | 学配年当| 各学年E答率、および学習率

側 200kmを号時荷台走る汽車は， う4
100 

1時間平均 ぐならして〉何キロメ

トルの速さでし‘ヮ。 80 

60 

40 

正予20

草与習

率亡 4 5 6 中I

学年別

的たて写cmょこ 6cmたかさ 8cml う4
100 

のI貰方体の体積は何立方セシテメ

ートノレでし ょう。 8c 

5 
60 

'1C 

£守20

.itiiJ 

手し卒→。学専問
斗 5 6 す1

(14) まきおくんとね之さんと1自の卒( % 
100 

取りをしましたま。さおくんは全

昨日……が| 80 

とりました。ねし山全体め何 5 . j 60 
分のいくつとったでし ーつ，0 

401-: 

正母20

ぶ管率卒。

LJ 
4 5 6 <f，l 
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• 

上，中，下位群勝率 | 問 題 の 難易

% ・平均時速の理解!こ関する問題で， 5年でも因襲撃な
100 

/-- 問題で制。

801 7{ .../ ・4年， 5年) 6年の上位群児童と6年の中位若手児
誌には十分理解されている。巾{立欝正答率ののび

60 : I II'よL、。 ，
: 

40 ・正答率ののびは4年5年で大きい。
J 

正20/，// 

2じ手 ・4一一ー〆/ 、、

456  

主若年別

% ・直方体の体積の理解に関する問題で，困難度は，
100 

/ノ 5年と 6年で大きいちがL、除ない何れも十分理解

801 ，C されるまでに至っていない。

/ ・5年s 向上位群胞には理解される。
60 /〆/ ・正答率ののびは5年で一番大きく 6年で一割、さ

;E 20 I ' 

じ
4 5 6 

伊J干高'J

% ・分数獄訟の理解に関する問題で5年としては困難
100 /つ で6年で十分理解されるようになる。

80 ・/ .: ・5年， 6年の上位群児Zなと6年の中位若手児童に理 ;

601 / 解される。中位活字正答率ののびがよし、。

/./ I .11:答率ののびは， 6何 一番大きく中学 l年でー
40 ， 番小さい。

ノ |

正20 " / 
答 J// 

し
./ 

4 ，5 6 

え言2干耳・|
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「

的みち子さんは，昭和15年5月20

自に生まれました。昭社26年11月

30日で瀦何才と何か月になります

か。

側 あきらくんの組の生徒50人のつ

ち， 30人かい虫がL、まし武二かい虫

のいるものは全体の何パーセシト

になるでしょ号。

|配5一学年 | 各学年正答率および学習率

5 

y. 
100 

80 

60 

40 

.i.E学20

~匂
率持。。
I ')'3 4 5 6 4>1 

6 

」→学年別

う品
100 

80 

60 

4() 

;f..門学20
2手'l;l
2字率 n

しら別
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， 

上，中，下位群E答率 問題の難易

fOO % ・満年令計算の理解に関する問題で，各学年を遜じ

/ て極めて困難な問題でおる。

~:I . j' ，. t~年の上佼鮮に十分理解されているが中，下位群
には極めて隠刻でおる。 6年上位鮮の正答率の.の

60 ノイ びが大きし。

40 r， ，' ・正答率ののびは5年で一番大きい。

正20~

答じ / ・ --' 

4 5 ・6

"!f:.年Fj

10 ・百分率の理解に関する問題で，6年でも極めて図
100 難である。

80 ・6年上位岩手児童だけに十分理解されている。

60 ' ・正答率ののびは6年で一番大きい。

/ 
/ 
/jイシ

2じドハ学科目1 ー/ 6 

-271-



つぎに，母集団正答率が70%以上の問題を，問題毎に調べると，第8.3表が

えられる。

第8.3.表で，実親の引かれた問題は，その群の母集団正答率が.70%以上の

問題である。 また，ここにおげる上位群，中位群，下位群はさきにのベfこ， 第

二次標本よ bの患ので，全県とあるのは， e第一次標本正答率を考えにものであ

る。

この，第8.3表によって問題の学年配当と児童の学カの関係を考える ことが

できる。.

ノ

、-
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第8.3.表 母集団j[答率70%以上の問題 〔危険王手5~の

可色村立iHlJKlh|ι
'1 2年

2 12 

1 I 3巨日二|コ二日士|ゴゴ8ゴ二
4 1 3 f-ーー

よ I-~ I了口I-~「~II-口一Dっ-，-，-

614  B I 1--11 1 1 1--11 1--4 ! 

せ I一一一」一一」ー11一一，--，ーーレー- 11--'一一，--，一一一ー--，--，一一

7 14-5 f-- トー→一一

8 4 トーー t--t--II l---i! 
算 一一一1一一一l一一11-1ー→一一l一一11--'一一，--，一一11- _'一一司一一，--

9 1 4 トーー |一一→一一

J.O 1 5 

ー一一一一一一」ーーーーー-，-一一一_11_一一一-，-一一，--，-一一一"ーー一-，一一一一-，ーーー-，一一一一-11-一一ー-'.--'ーーーーー」一一一一

11 I 5 トーー

一一一一一一一一一一一一一一" 

::::-117|:lJJtH71J一二一
14 6 
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鱗 .3.表 母集団正答率70;%以上わ問題 E危険率5.%J

区司2
" 

ヰ年 5 年 6 年

京|管財i全県|すi担金~歴lzpVl--
1 1 2年

一 ト一一

2 2 1-一ー

3 

引EE トー」 ト一一

4 

ひ

ノFヲ 3 

一 一
6 4 

き

7 4 

一 一‘ 
8 4 

算
ヨ一一一 ， 一 一一

9 3 一 一
一 一 一

10 ラ

一 一 ト1
"!l ラ トー-

一
中

11_ーーーー

一14 一5~6 一‘ 一一一一一一一一一一一一

-274-



第8.3.表 母集団正答率70%~上の問題 C危険事5~の

百五|

3年 4 年 同5 年 6 年

全県下!緯位|巾!砕位I上辞bti!b品 開間 rv|す |全県下鮮位I吋洛|上!詳位1全県
3年

一 一
、 2 4 . 

一 一
3 3-4  

E 一一 一一一 一
4 4 . 

為、 トー一一

5 4 

一 一 一一 一
6 4 トーー-

け ト一一 』一一一 一 一一.‘ . 
、

7 4 . 一
一 一
9 5 

算
一一一 一一

g 5 

一 一
10 5 一
一 一 一 一 一『 一一 一 一
1[ 5 一

一一 一一
12 6 

一一一一
[3 6 一
一 一 一

' 
14 6 
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第 8.3.表 .f手集団正答率70μ以上の問題 〈危険率 5 %) 

ll正副市長lJlJbiH14Hj全県

戸ノ 斗

わ 1一一- 1-一一- 1--11--1一一』ーlー-1ト-，ー-，一一 '--'-II--'一一l一一・一一

.り

2草子

615  同ー+ーー

7 5 |ー→ー一
-

F ー←一一_，_一一一-，一一一-，一一-，一一一ー」一一-1一一一ー11一一一-1-一一一1--1一一一11-一一1-一一一，--，一一一

8 戸
ノ

『ー一一一一一一-，・ーー・ー'ーー_，-一一ーーー，_ ー，-ー回F司副一一一一_，-一一一一11.ーーーーー，-ー一一一一，--，-ー一一一-，ド一一一一一1・-.-'--1一一ーー】、
9 6 1-←一

10 I 5 



第8.3.妥 舟:集問if.答率70.%以上の問題 C危険率 5 %) 

11: ['二lE141lj二|ゴ~二l二
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第8.3.表 母集団正答率70%以上の問題 ぐ危険率 5ゐ

百11時岡県!州
I I 2年

一 一一
2 I J 

.一一一ー
3 3 

一 一 一 一翠
4 3 

解
ド一一 一

5 4 』ーー
応 i一一一 一
6 4 

用 一一一 一一一 ヤ一一一一 トーー
7イ 3 ドー トーー

そ j一一一
一寸-

7p 3 

ト一一一
3 

2 一一一 一一ー-一一一一_.-一一一一ー
9 4 一
一 一 一 一

10 4-5 

1・
11 5 

ト一一
12 5 

ト一一ド一一 一一
13 5 トーー

‘ 一 一 -一、
14 5 

15 5 

16 6 
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8.2. 学力に影響を及iますと考えられる要因と学力との関係

算数学)Jに影響を及ぽすと考えられる要因のうち，つぎの三点を考える。

ω 地域的要因
(2) 性別的要因

(3) 家庭的要因 〈保護者の産業)

B. 2. ，. 地域的要因と学力との関係
地域的要因として，ここでは，第一次層，及び市部，町剖S.村部公考える。

8. 2. 1 (1) 第ー次層聞の成績比較

第一次層rmの成績は第8.4表の通りでゐる。

第8.4表

(1) 3年

3 

一
4 

177 

39 

各 屑の 成積

題 一 理解応用問題

書留%傑本数筆書|鰹l開明
界 n I官 ，J 1 界

12.67-14.1311 24人81 6.741. 3.95' 6.25--722 

11.04 5.87 13.17-14.91 177 6.67 3.751 6.12- 7.22 

一 一 一一
10..92 5.93 8.96-12.88 39 5.101' 3.34 3.70-6.50 

一一一・ 一.一一
5 511 15邸 14.34.-17.4211 521 8.381 4.121 7.23- 9.53 

6 

7 1051 13.701 6.551 12泊-I4.9711~1~1~1 6.16- 7・68

8 851 17.22 16皿 ---18羽 田I一9.55一3.841 8.72-旧通濁
9731 14.03; 6.03113・65-14.41] 978] 7.201 3.896.94~ 7. 
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(ロr) 4年

時一 理解応用問題

標駄本数I撃茸査I華斡需J霊I母酔イ信言与半予1頼頭均限労5界草刑事月曜|塁臨
人

1 4斗 4ヨT18向 1.9 271 10.58 

2 1 106~ 20.95~ 9.10 19.96-21.94 106 ro.91 二.1，0
1

9.92-11.901 

3 1 18ラ 9.1620.98-23.62 184 ~1 1.67 5.86 10.82-12.52 

一
4 、 39 23.10 9.63 19.92-26.28 39 12.18 6.01 10.46-13.90 

一
5 51 21.29' 8.05 19.00-23.58 5t 9.49 4.01 8.35-10.63 

一 一
6 161 23.73' 8.26 22.45-2501 161 11.88 4.78 11.14-12.621 

7 107 264JO  24.6ω8-2お8.30 107 12.32 4.94 "11.37-13.27 

8 85 Jfffi二f24.42-27.50 85 1.3.71 4.97 12.63_14.7ヲ
全県 1005 22.64 8.77 22:10-23.18 1004 11.49 5.34 11.16-11.82 

備 -計算問題は60点、玉里解応用問題は34点満点

-層番号 11士山村、 2は平山村、 3はヰ村、4v:l':漁村、日"i.小さい町、

考 6除大きな町、7は市、〈新潟市交のぞく)8は新潟市

村 5年

陪計算間同ら

理燦応用問題

;標本数ll|標平宮木均I準模本J{防綾血I母信平頼均限95界% 
I 3援す判ー訂事3iー尋寄霊 問 _27.70

I1 27人1 14706689451 1 11388~1552 

2 1 1061 29:38' 9.621 27.52-31.24 1061 16.351 6.951 15.01-17.69 

一q 

3 18ラ 30.10 11.46 28.44-31.76 185 16.00 7.54 14.91-17.0.1 

4 39 25.82 11.46 22.05...，.26.59 39 12.26 ラ.2010.54-13.98 

一 一5 51 32.51 10.29 29.59-35目。 51 17.86 6'>8 15.88-19.8.1 

6 161 29.70 11.21 27.96-31.44 
¥ 

162 16.87 6.92 15.80-17.94 

一
7 108 34.71 8.90 33.01-36.41 100 15.72 6.23 14.50-16.9司

8 I 8白5 叩 8防…3刀32.99朋9卯9… 8部~I~ドlゆ9.6臼5 日5.56引I…0.8師6 

会 i泉 10051 29521 10.931 2'.8.85戸 30.1911 9991 16.031 6.971 15.63-16.43 
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1g隔壁吉祥lん114特!協系

• 

側 '1'1年

院富永44同長官 理解応用問題

標本数人I九標窓均|| J ||母信平頼均限95界% 
28人61I35.77 

ー-ーー11113203一86d一76可「11 5418-37% 

28人4 20.381 7.85 19.47 -21.29 

一 一一 一一
2 1181 35.39 .33訓 _37.7 119 18.751 6.87 17.49_20.01 

一一 一一
3 1801 .38.19 36.17.-40.21 181 19.03¥ 7.50 

一一 一一
4 311 40.74 36.79-44.69 31 22.321 5.33 

一一 一一
5 641 43.34 952 4u.94-45.74 64 22.091 6.4u 

一 一一 一一
6 1611 43.34 12.2841.45---45.2;η q 160 22.39 

一
7 921 48.39 11.34 46.ul-50.7 92 24.4u 6.92' 22.95_25.85 

一一
11司.39.74-458 76 42.37 76 23.21 6.46，1 21.72-24.70 

全県 てi函1m 1，007 21.09 7.14120・65-21.531
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第B.~図 第一女層に沿げ毛各学年の卒均の分布
(イ)ず算

1高 2重一
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日ワ 旬

学年別
5 6 可

斗F量

50 

/.JO 
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ま3に鳥9" 学年d別3 
与 5 6 中/

も戸量
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7抑

制
均

h
し一

/1 5 6 骨i



. 
7'層 8培

501'-一一 50 

1./0 40 

30 30 

20 20 

手士桑宅7/。O 
言」+:学年別匂 5 6 中/ 1.1 5 6 中/

告学年別

第8，3.図第一次層にたける各学年の分布

(官)理解応用

/層 2居

30 30 

20 20 

中/3しf孝L竿φ3 iJ 5 6 行 -，、3 勾 5 6 

~!.I 

3層 与稽
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5啓 立亙一
30 

" 
4F  

，FA  
20 

打 言に。巳dL 
F戸田-

"'3 If. 5 6 中/ l; 

学年別
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iま呉F17I 。O 
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M8.4.図 各j百母平均95%信頼限界

{イ}与年
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割‘

各層母zp.均95%信頼限界

{ロ)5Jt: .一一 計王室骨手応算用

so 
"、

。。

I 

'20 

I 
I I I 

平 /0I 
:ltJ ， 

ピI 2 3 " 5 6 7 8 会

管番号 』票

、、
各層母平均95%信頼限界

{ハ)6年
一一‘計 応草用
ー一ー理解

60 
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I 
I 1 I τ 

I 

斗/0‘、

まり

?I 。LJ2  
3 LJ 5 6 7 8 4谷

1審議主号 4臭

-285ー



8.2.1 (2) 市部，町翻，村部別の成績

市部，町部，村部の成績をつぎの三点から比絞してみようn

付) 苧均について

(ロ) 得点分布について

れ) 各問題疋答率について

{め平均について

市部，町部，村部別の成績は，第8.5表のようにたる。また，母平均95%，

信頼限界を図示すると，第8.5図主主主る。

第s.5.表市制，町部，村部別の成緒

的計算:

1沼!計千|ー4 ヂ
→~ 1- 190"'1 ~- 21司-j7司- iP|- 721-1F
;; I 1竺 1 14.77 ¥ 13.37 ¥ 26.20 I 23.10 1 21.31 
'" 1 6田 1 6川 6.151 8.471 8.1.91 8.土
Jz. 1 36.62 1" 36.11 1-百「つillr67.081 7-7.22 
芸部諮114.42-16市96-15.58112部恥-1判3湖刈鎚判!抑μω0-27幻7叫401ψ4

l沼判諸潤|Hプ 年 6 年

町 村 町 村市

~ 
J寸

司 38.02

d2 1 73.22 1 128.36 1 117.82 I 1汚 141 168.871 172.64 
略環ド2.51'-34.9*…均…ヤ 10.-4問 139.71-43.21136.97，.._測7
R号?I rp 
E~r==J~1IlJ弘|市

年

町 村

同 1 168"1 ゲ I 61ラk
l 45.67 1 ~ 43.34 1 36.66 

J 1 11.581 11.561 13.47 

d2 ! 134.161 133.58 1 181.33 
|雇訴訟l仰 1-47り1418M仰!即日7.'臼
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1・

何理解応用

崎市 31

年 4 年

l可 村 市 町 村
t 

| 叫
600人

包
11.07 

SJ 5.54 

sJ2 30.69 

母信平頼均限95%界 [ 7.54_8.60_ [_.，_.~0....8_.0~_I_6.13-6. 75[12.21-1ヨ・6d|l03~1135I|to-63~1151 

認 J| 年 6 ま手

町 村 市 町 村

n 603人

2 20.43 

SJ 6.17 7.37 

sJ2 54.24 

専開マqz門 6.16-18叫4"73-叩-24.62120吋 抽-21回
中 1 年

市l町 | 村
喧L 615̂-

. 
'" 19.87 

J 7.49 ‘ 

SJ~ 'J ω [ 41.01 [ 

震17長ド3354537him-2297j192M046
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第8.5.図 ω市町村別総・千均95，%信頼限界凶変〔計算)
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第B.5.図 C~ 市川町村別伺・平均臼5%信1蛸IU'1:J早図表(羽!解応)-13)
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ペ
14
1
14

2盟
1v.

いま，市部，町郁，村部聞の成績在学年別に検定する と，第8.6表のように

たる白検定の方法は第7章ちたげる方法と同様である。すたわち

|五}- 212 1 

ー/写工写
が， 3より大または， 2より大，なるとき，それぞれ危険率 i払 5%で，有意

とし介。前者には， x x向J，後者には， x印を附りる。ただし，この数値は，

左欄より上欄をひいアそものである。

この結県から，壬!f， l5&f， li.1pでは，計算は，村部より，町部， また〆町

部より市fillが，すぐれていることがわかる。

理解応用は， -1 &j三では，村部と町部の裳が有意でたいo 5年では，市部ξ町 ・

部の援が有意で主主い。 6年では，村部と町部の裳I'Z:有x!.性がみられたい。

第8.6.表市，町，村別の成績比較検定

3 年

計

町

/-- 1.09 x x 

算 理

一
町

応

村村

市| 0.51 0.54 1.63 x x 

，..../ 1.40 x 

4 年

$ 

村

理

町

応

村IIIJ I 
市 1， 3.10 X X I 

町 I ，..../ I 
1.61 x x 1.85 X X 4.89 x x 

，..../ 0.24 1.79 x 

5 ~ド

ー 計 2草 迎 応

自汀 村 町 村

市 0.41 2.24 x x 

町 ，..../ 2.30 x ，..../ 1.83 x x 



6 年 / 

‘ . 
計 算; 理 応

' 
問I 村 町 村

市 3.24 x x 

町‘ / 0.81 

中 1 年

音l' 3車C 狸 応
d 

町 |村 町 村

ι1-- 9.01-x. x l I -. 
市 4.49 x x 

町 / / 4.32 x x 

また，市部，阿部，村部に沿いて，各学年別問:卒均95%信頼限界左図示する

と第8.6図のとたり，各学年の平均の差を検定す・ると，第8.7表のよろになるQ.

この結果から，市部，町部，村部各部内では，上位学作-と下位学年のzp.均の差

ば， 6年と中学1年聞をのぞいて，すべて有意に主主ることがわかる。ただい

ここにおりる数値も，左欄から上欄をひいたものでるる口
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第 è.6. 国 学.íj'-削慨千均9{ì~~信頼限界
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第8.7.表 ili， !nf，村llllJ二位学年，下位学年聞の成総比較検定

計算 理応

一
日
一
/
一/
一
/
一一

司
一
/
三
川
可

回
出
向
同
一

一江
川
両
一
川
研

一川
一
叶
一
寸
出
ー

市f3牛F両日可 6 年
4 叫 4〈1/1ヒニI_::::三
ラ年I9.45 ~ \4:6可1/ ヒ二
三三]竺竺1JO.75~ [戸三1/
竺l:if立:!12k竺と84~ 1 0.6と

町 13 11;: 14 1t~ 1 5 牛ド三~I 町 1 3 年 1 4 企1'- 1 5~p 16 ~ 
4 ~ I河フ!っォ;三 l ' 1了F 三l/1/1/
7τI~O~17ぺ1/1 〆 ，--
77lmDL18〈|石弓|フ
石市布石阿i~ 1 \ * i~岡高司五三円五

日
レ
一
ヒ
ヒ
同
一

三
/
一/豆
叫
一

日詔一
一一一叫一寸一パ一
川
一

， *iーヒ竺!こ竺ヒ三二16 年
4 年I4ペ1/1/戸ア
子五同な14え1/1/
7Z戸司三52戸三仁ア
中!年 1 13刊 8.8P~1ω;卜0 ラ6

納得点分布について

っき'tc， 4 ~， O <4三， 6 hpについて，市部，11fT部，村郎のJii*貨を，得点分布

の上から検討してみよヨ。

4 6r:， 5 "f， 6 Irf-について， 市部，町部，村部別，得点分布は，第!l.7.閣のよ

うに怠る。これらの得点分布曲線から，つぎのことがわかる。

lHlrについては， 6 &jニでは，市部の上位群児童には容易すぎて弁別姓の点では

のぞましくたいが， ~tl，下枕群兜童の弁別には適している。また付部の児童に

は， よ{立~1作， r-j11制作，下f立群を通じて3 比較的弁叫に過している。

5&f.では，市部， OlJ部，下{立群のJp別が，上位群の弁別に，まさっている。
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村部では，上位l洋，下位併ーとも弁BiJ，1)点でよい口

4&ドでは， -.!i部，InJ部，村部とも泊当に考えられる。

以上から， (j年市部では，上初・1洋児.lii.よりも，中，rF1\f.~洋児貨に，この学・::JJ

検定はより適当と忠、われるn

一是非級-J'¥liに学:ブJ検査を笑施し，その結果を検討し指導する場合，その地域

や学校に応じて，主判j検査の活用を王将えればよい。

‘王lll.僻応丹lについては， 6&0ド市部では，計算ほどではたいにしても，上位俳よ

りも，中，下位鮮の1r-別に，適当に脅えられる。

6~， 阿部，村部， 。年， 4.丘l三， -d-j郁，阿部， t陪匹では，一応弁日1)のよで適

当に考「えらtLる。
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第8.8.表号年別，市，町，村別各問題E答率表
4 年計算五答率
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5 若手計算正答率
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6 ~計算正答率
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4 牛理解 応 用 正答率
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5年理解応用正答率

その 1 その 2
望号村 |町 |市一|全県鶴「下t-I町i市I~ !t~ 1 
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6年 t理解広岡正答総

[~ I日
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第8.9.図 各問題毎のJE答率図表

は} 計算正答率分布図 (1年〉
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料理解応用正答率分布図 (/l.1f) 
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また各学羊ZHljJ肝:J}Jt十算:各磁4時D千均百品和土;;ri8.~.表のよろにたる， ま

たその学年畿は第8.10.表のようKなる。

第8.9.衰 学年別計算問題極日IJ(加減乗除その他)千均通過率表 i

!治!対iLL141県iJ|JtJJ14ヰ両;t
f-4年 I491 '521 56;ベ431481511ペオオ4513811ず17124118135同42!'37 
1切|兜|ベオ51!対外オオオ付531321吋ペ36141146149;43 
iベ司821731付対外η1641ペ8444列166)531651仲村

第8.10.表計算問題‘種別手均通過率の学年差

与問lJJl;21JdtlJlJi;21Ji品lJlぷ1
J出fMjfL171官!:1141P|判
B. 2. 2. 性別的要因と学力との関係

各学年男女別成績は，第8.II表の通りでるる。

第8.11.表男女別成績(全県〕

両224 年 ^ う 年 6 年
男 女 男 女 男 女

標本数|
λ 

計
538 

器本平均 I '_ ~~I 40.47 
算
標準偏差 9叶 12.36 

理解応

棋 よ本数| 予冷l 48人6 

標本平均| 20.36 
用
標本偏差l 7.24 
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各学牟で， 男子ーと女子ーの問医有;窓会長があるかどちか，検定の結果は，第8.12.

表の通りでるる。ただし，検定の方法は，・第 7議と同じ。 xx印は 1%， x 印

は5%危険率で，その裳が有意であることをあらわす。

第8.12.表男女別成紡ぐ全県)の比較検定

理解応用

4 年 I5 年 I6 年[誌ミ電l4
1川 D匁 1 -0.11 1 1.42 I 1.49 I 1.41 

X X I X X I X X1・

. 
第 8.1'2.表の結果から， つぎのことがいわれる。計算では， 4年， 5年， 1)年

各学年で男女差は注い。

王理解応用では， 4年， 5. &f-， 6年，各学年を通じて，すべて，男子が女子より

優れている。

昭和26年1月下旬， さを県で標準化された 4年，5年， 6年， 各学年別学力検

査の男女別成績，')jzぴ，男子，女子問の卒均の美の検定の結果は，第8.13.表

及び，第8.14.事長の通bでるって， 4年， 5年，G年とも， 男子，女子聞に，計

算では有意発がたく，理解応用では，男子・が女子よ包も有意にすぐれているこ

とがわかる。この結果は，この学年共通用学力検杏の場合とも一致しているc

第 8.13. 表 学年別学力検査標準化の際広治ける男女~IJ成績(全県)

、問題、別J、¥戸.1Hr別刷
4 年 5 年 6 勾Z

男 女 男 女 男 女

標本数|
A 

計 ラ14

模本平均| 24.90 

算
標準偏差 | 9.45 

襟木数 |
人

ラ37

理震標本平均! 22.85 

用標準偏差| 10.40 
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第B.14.表 学年別学力検査棋準化の際における

労女別成績(全県)の比較検定

究、ミー¥問題別| 計 算 | 

男女差 ¥ぞ雪14 年 I5 年 I6 年 14
男子平均ー女子平均 r -0.01 I -~.02 1 -0.70 I 

lゴ戸羽
また，市，町，付加jの男子と女子の成紺は，第8.16.表のようになる。

第B.15.表市町村sIj，男女別成総

開計算

2.22 
X 

話 調村 町 市庁|
男子 |女子 |計男子|明男子

棋木数 i3151 2dl64 1061 1 4921 192 

4 年 平 均 122付20.60;21.35j 23.481 22.701 23.10: 26.271 26付26.17
標本棋差 1 9Hi 7801 8791 8司8.01 8.1~ 8.54 8.221 8.47 
標本 32人0|1 60λ01J 19λ 3 

5 年 平均 j28.221 27.981~8.D71~871 28.711 30.321 32.67134.21j 33.46 
標本偏差 j10.581 10.78j 10.851 12刊10.65111.331 7ベ9.631 8;56 
関 コド 数|

59λ9l 1 10151l 21人41i 9人9i1 
A 
192 

6 年 平 均I37.98; 38.051 38.021 40.881 42.06: 41竹，46叫 47ω 組問
標本偏差 114.22112オ13.12113.081 13.021 13.00113.15j 9オ11臼
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第 8.15.ヨ島市町村・別男女別成樹

同理解応 用

話ミ24 村

男子|女子|計

模本数I31~1 域 ~0~1

町 市

男子|女子j計 男子 !女子 1計
10~\ Z(~I 19λ 2 

ぺ平 均 112.0411吋叩 11.651吋 11.3上叫吋四
標本偏差 1 5.991 4.971 ラ541 5.111 4.301 4.711 5.521 4.6(i1 4.98 

民一志数I2s11. 32~1 6011 l ò~1 lrOl 2111 司会i18tl 
5 年 平 均 16.31114.451 15.321 17.581 1叫 16.66117.06118.091' 17ラ9
標本偏差 1 7.281 6司7.061 7.351 6.911 7.031. 6.371 6.261 6.17 

標本教とlM2|1441dL12吋!当 41州 911 1品
6年平均 的 120.211 22.011 20.431 21.24] 23.831 23.50] 23.67 

標本偏差I7オ7付7判 7.6517.481 7.511 7.151 5.911 6.70 

学年別，市，町，付illJtL，男子と女子の聞に，有意差があるかどうか，検定

の結果は，第8.16.表のように怠る。但し，数値は男子平均一女子卒均をあら

わず白

第8.16.表男女別成績(市.町，付別〉の比較検定

甲、車そE、V、ミ問坦題別 計- 算 理 解 Es¥ 用

4 年 15 4 宇 15 年

村 部| 0.28.1 -0.07'] 1.96 x x 1 1.69x 

町 部| 1.58 

市 部 0.20 ー1.54 -1.60 0.54 -1.03 0.33 

第・8.16.表からつぎのことがいわれる口
， 

計算では， 4年の付部と，1)年の町部I'L男女差がみられる。

ー 理解応用では， 4 &ド， Ij年，~6 年を通じて村部の男子が女子よりも寵れている。

その他では，有意差がたい。 ー
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8.2.3. 児童保護者の産業と撃力との関係

8.2.3. (1)児童保護者の第一次，第二次，第三衣産-業別と

児2をの学力去の関係

児童保護者の産業を，第一女産業，第.二産業，第三吹産業にわけ，各産業別l

t乞児童の成椅を比較すると，第8.17.衰のように主主る。

k:.1ざし，ここにたり :5槙本~ì，第二女撰"*である。との第 8. 17. 表によれば

各学年とも，第一次産業よ!?，第二次産業，また，第二女産業より，第三次産

業の児童の苧均の方が標本値l乞持いて高い

亙ょ主筆 4
計算|官官計算|官官計算|震一瞬一

標木数I23~ I 2会1 241 241 242l F 用
第一次産業

平均 1 2叩 |一170句i司11一21師f列l | 1川4価5~I問 | ω
標本数I 991 9~ 1 ~I 7~ 1 9~ ¥ 93人

第三次鴎平均I2尋問I11胆 I30“l叫今224611 222i 
第=次産業標 本数Id31 14人7||1 17人aI 16人8'l|1 1 - 149 λ4 
一 平均I25.50 1 12.371 -3.2.781 18.281 44.381 23..70' 

また，第 8.17.表から， 第一次産業，第二次産業，第三次産-業別IL，各学年

間の平均の差は，第8.18.表のfうにみる口

第B.18.表 児童保護者の産業ZJj各学年聞の平均の発

二言調 51年 ~ 理解応用

6 - 5年 5 ....，.， 4年 6-5年

第一次産業| 6.25 11.01 4.11 .4.89 

第三次産 業| 6.66 11.60 ラ.77 I 4.55 

第 三次産業! 1.1.60 5.91 I ラ.42
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封印.17‘表の結果を図示すると，第8.io.図， 1Jj':C 8.1i.図とな毛o

第8.10.図学年]JJj，兜童保護者の産業日Jj成縮分布図

呉(イ)計算

.-6竿
ー一一一 5~手

(匂)理解応用一一-lI年
実

50 25 

--
v
 

，
 110 

* . --_........・・ー・・
ヂ---
，← 

20 

'30 F---一一一司
a_ー --~・....-..-， 

/5 

f 一一一一ー
立10
3員。

しフ踏Y;'Jt~-)k '* 

/0 

5 

。
3 / 2 3 

第B.11.図兜宜保護者の産業別，学年lllJ成績分布図

与
山
内
町
山

(イ)計算

一一一一今一次産常
一一ーーーキ二次産業

ーオ'三次産業

実(マ)理解応用

25 . 
... ・.' .... 

..;T;'γ_/' 
，-." ~ 

←-.-，...乙ゥd二一一一
一.'l〆"
，'/ _...，-
'!"...... .....-

。。 ふ-..... -.-- 20 

/d〉主三一 11::

t二:_/30 

20 10 

キ 10
主l)

実
O Lι 
?!j:年万IJ

第 8.10.図及び第8.11.図や，第8.18.表かT，つぎのことが考えられる。

4 i1pカミら 5年，または， 56.f三から 6年への平均ののぴは，第一次産業，第二

次産業よりも 第三次産業の児童の方が，計算，理解応月jとも，概Lてよいよ

5 

。
6 5 6 句 5 
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第a.12.歯兜宜保護者・の各産業日Ij，市町， 付別児童の成績(計算}
一一一・ d4' 
.'ーー一一5年

~ 
[イ}村部 .*- (0) 町，-~再 占

守マ

(川市部一一-4平

50 

。。

一____.3Q 

20 

斗・ m m 
ま今 一
ゑ 置

し J23 f 
産業Zリ{中ベ次守二次寺三次)

............-----・・・‘4・
..  ιd凶

〆ー'ーーーーー・

~〆〆-- 開ー--

2 3 

50 

。。

30 

20 

10 

。
さ'¥:.

.....-.. 
・ー-一日一ー'・『・
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2 "3 

第 B.12.図 児童保護者の各産業日IJ，市， IIlf，村'>>IJ児童の成績(現解応用〉

.t (イ)ヰキ 告~ . 実 (ロ1町幸F
一一一一.6ヰ

〈ハJ<P部 一一-?竿
~~ -一一ー-41f-

30 

20 

均

一-

.' 

実 .0一一一ーで h 

L→君主君主:O'l(←z吋エ次々，，;;.，，，)

3U I 3O，1 

20 20 

10 10 

。 。

8 2. 3. (2) 児童保護者の各産業別と児童の学力との関係、

児童保護者のs 各産業別と児童の成績は，第S.21.衰の通り'J:ある百

ここにγ

A. (農業)B. (林業及0:狩.'ðJl~業) C. (漁業及びJ.I<.ifQ養殖業)D. (鉱業)

E. (建設業)F. (製造業)G. (卸売・及び小売業)H.ぐ金融業及び保険業)

I.p子動産・業) J. (運輸通信JJ<.ぴそり他の公益事業) K. (サービス業)

L. (公務') M. (分類不能の産業) N. (無業}とする口
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/ 

《一空fit8ij 第一次産業 第ご次産業 第一次産業

問問ト芝竺1A I B I c I D I E I ~ I GIHII 11 IKILIMIN 
4年模本数 ， 22~ 1 61 さ131 t~ 1 6~ 1 会1_!_1__11 引 先12~ 1 15 1 i合

計 平均I20.81 / I 18.31 1~.7 1 刈 25.5 1' 25.71 28.0 I 38.0 1 27.0 1 25.2 I25.8124.1 1 23.4 
標本数|24121 3 1 4 l t~ 1 5~ 1 51.1 _ 91__ d 1 2~ 1利引叶 lt

5年 I ~~ ̂  I 
平均川 300!川 25.5133.91 29.41刈削|/l' 30.0 1 35.1 1 33.3い1.2129.9 

算 6年標本数12升1 ~ 1 ~ j 合i会15~ 1 441 ___!_l_ _ ~ I 付 利 11! ?l d 
子竺~11 40.61 2吐40.4l39.21制 I43.91 57.51 / 1 4761仰い7.3138.0 I 40.9 

! 4~ ! 標本数 233| もI ~ 1 さ12~ 1 ~ I引 き1 ~ 1 2~ 1会1 1~ 1 1会11; 
!日 10.51_./"'" 10.4112.31 11.51 13.31 13.2115.51 _./"'" 1 10.81 1ラ21附 I10.91竺
標本数|州 全111 今i21 . 1 引 F~1 ~ 1 a I 2~ .1 ~J21 1 13 1 J 

応ヲ年平均|川 14.5111.71 14.51 18.0 日~I 17.61 23.1 1 /い6.6119.9い96い6.4116.0 
標本数 | 24↑1 ij ~ I 会| 刈 ~ 1 391 ~ 1 も|引 511 付 161 1i 
6年平均 19.6126.5 I 12.5126.1 1 19.31 22.81 25.2130.01/124.41川 26.012031 241 

児童保護者の産業別による児童の成結第8.21.表

ー

ω-
回
!



『、河

第8.13.図 市，nI[， 付別児童保謹者の各旅:業別児童の成総ぐiil'rJ:)
一一一分ーな産業
ーー-_司非ニ次企業

桑 tイ) 6 年 .ff (百) 5 ~干

;ト戸戸二;;
30 

20 

;;/0 
~ -じ材町
布町村別

市

/0 

。
4オ uぜ 市

一一一一母三次丞業

主{ハ〕与~

so 

tぬ

30 

2ol~云エヅ
/0 

。
.，J，t 町 市

第 8.13.図 il'j，町，付)l!J児童保謹望者り各産業別児童の成紡(現僻応用〉

4長 tイ)6・ 2手
30 

ご早 10 
圭哲

美 n

L村町
市町村JjlJ

('0) 5 年

10 

市 斗寸 IIIf 

8. 3.相関 について

司ヲ

一一ート油業
ーーーーーキ二次産業
一赤三，え産業

iic (ハ) 1./. ~下

。
時寸 明正 主計

第三次標本について，計算と，理解応用，及び担任教師の算数評価，文章読

解力との相関係数は，第8.22.表の通bである。ただし 文米読解カは，本教一

育研究所編，文章統解力検査を同一児茸についeて同時に標準化したので，その

資料によった。

第~.2え表で， ・各都の標本相関係数について，母相関係数 ρ=0の仮設を

検定すると，何れ 色危険~5%でこの仮設の楽却されることがわかる乙したが

って，いす3れについても相関があるとみられるし，またその相闘は高い口
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第8.22.表算数学ブ1と担任教師の前畑及び文章読解カとの相関係数表

[立高「一÷一之竺~I 4 年工 L年 I6 年
I I 人 i 人 l 人
| 標本数 493"I 49斗 I 4.98 

計算， とI i l l 
i標本相関係数 I 0.678 I 0.690 I 0.74ラ理解応用 I-_. .. . ~ --... ..' I J I 

母相関係数:95%信頼限界I0.638-0，72ラI0.641-0.733 I 0.703-0，782 
|人l 人 l 人

模 本 数 I 476" I 引ゲ I 490 
計算と担任1----- J I I 

教師の評価 |標本相関 係数I 0臼2I 0.714 0.662 

母相関係数，95%信頼限界 I0.54宮-0.657I 0.669-0.754 I 0.608.，-0.708 

|人lλλ
桜本数 1 491"1 500ρI 490" 

理解.応用主担 I :一一一一一1 1 
|標本相.関係数 I 0.571 I 0.653 I 0.606 

任毅師の評側 1_.. . ... . -- ..' -' 1. J 1 

母相関係数95%信販限界 I0.506-0.627 I 0.600-0.701 I 0.558-0.66θ 

計算 klF 本数! 州側 Î 5が
1標本相関係数 I 0.603 I 0，632 I 0.561 文章読解力 1-_. • • .'. _. ...' ..' J • 1 1 

母相関係数95%信頼限界 I0.543-0.647 I 0.574ιQ品川、0.499-0.623

|桜木数| ザ I 493"-[ 491人
理解応用と | 可

|桜本相‘関係数 0.624 I 0.6ラ4 I ' 0.680 
文章読解力 1--' ， .~ ' -- .~ 1 1 

母相関係数95%信額限界~ 0.567-0.677 1 0.600-0.701 1 0.629-0.725 

‘ 

-321-



'8，3"，1.♂計算と理解lI!用との相関

本教育研究所で，さきに標準化Lた， (昭和26年1月下旬〉小学校.1:5 6， 

年学年別学力検査にjなげる計算と理解応用との相関係数は，第S.23.表に通り

でるる。

第8.23.表学年別学力検査にたける計算と理解応用との相関係数

」項...，.___目~ー一一一一学一年一別~l 4 年 5 年 6 年

標 本 数| 1，070ム

標木相関係数 | 0.799 

冊中日関係数9吻信頼限界I0.744 - 0.793 1 0.734 - 0.778 I 0.776 - 0.820 

挙年別学力検査の相関係数は，学年共通用学)J検査の相関係数より高いとい

う之とができるかどうか， 盛年についてみると，つ1ぎのようになる口

学冬別学力検査棋本相関係数 : η 

学苧共通学力検査標オ司自関係数 : η' 

学年別学カ検査隊相関係数 向

学年共通用学カ検査団?相関係数 P/

とし，. ?'4， ?' 4 I'L z-変換
Z = tanh-t r 

争ほJ:'こして，Z4' Z.どをえたとすると，

l' = 0.769に対して名=1.01.8 

t'4' = 0.678舵対して Z/= 0.816 

をうるからI P.j = P'~ i'.r.る仮設のもとで

# Z4 - Z'~ 1.01'8 - 0.816 

=イτ毛す十 n'-:;ι3-71/17jz+去F
tは近鋭的tとi卒均 O.分数 1の正規分布をするとみて

Prlltl;ミ3.74}く 0.05

= 3.74 

したがってI 1) %有意水準で P4=んたる仮設は棄却される。したがづて，
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計算と理解応用の相関係数は，学年目IJ学力検査の方が，この学年共通用学力検

定の方よbも高いということがでまるn

同僚に

5年については
0.982 - 0.848 

'"' 2.48 t = 、

J I，O62 + 491 
6aHとついては

1:084 - 0.962 
= 2.;2G 

6=j  l 
寸五百ナ +4百

したがってp ・危険率5%以下で，{)年， 6 i年についても学年別学}J検査の相

関係数の方が学年共通用虫学)J検査の相関係数より高いという ζとができる。

つぎt乞，学年共通用学力検査については， 4.~， 5年の模本相関係数より，

6年の標本相関係数の方が高いが，母:相関係数の差の有意性を検定すると， 5 

%有意水準で有意にならないことがわかる。

以上のことから，つぎのことカZいわれる。

-O計算と理解応用の相関係数は， 学年別学力検査 (本教育研究所編小学校
ど5.6，tf)の方がこの学年共通学力検査のものよりも高い。

0この学年共通用学力検査で，計算と玉虫解応用の相関係数は単年によって，

有意差はたい。
、、

s. 3. 2. 学力検査得点と担任教師の算数評慣との相関

8. 3. 1.に必りる学年目1)学力検査の時の，学力検査得点と， 担任教師の算数

評価との相関係激は第8.24.奈の通りで遣うる。

第8.24.表学年別学力検査tとたけるft主任教自Ii算数評価と
学力検査得点との相関係数

存可~I' 4 年 I 5 年 I 6 年

|項￡哩竺~JI 計 算 1理解応用|計 算 |理解醐!計 算 1理解応用
桜本数 I 1，0871 . 1，080 1 1，0841 1，078 1 仰 1 I，Q38 

標本相関係数 1 0.687 1 0.6631 0.7261 0.6371 0.7131 0.6相

互空欝;:1日常181口のj35|oh|oc品。|仏門
-323-



-手lt:_g ，j学力検査の相関係数と，学年共通用学:jJ検杢の相関係数の差を前と同
様にナると，つぎの結某がえられる。

計算，理解応用とも，担任教自Iiによる算数の評価との相関係散は， 4年で

は， o.%有意水準で，学年別学力検査の方が，学年共通用学カ検査の方よ bも

高い口 5年， 6年ではp 有意差はたいp

つぎにa各警年ごとに，担任教師の算数評価と，計箪及び，理解応用の相関

係数について，その差の有意性を検定すると， .5 JG有意水準で，いす京れも，有

意にならないことがわかるn

また歩計算及び理解応用と担任教師の算数評価との相関係数tとづいて， 4年

と5&y:， õ 年と 6~， 4年ι6作の聞の有意差左検定ナると， 4年と 5&fの間

~õ%，有意水準で有意去さがみられるが， 百年と 6年，.4年と 6年の聞には，

有意義はみられたい白

B.3.3. 計算及び理解応用と文章読解カとの相関
• 

計算及び，埋解応用と，文章読解力との相関係数は，第8.22衰の通りでるる。

いま，計算と，文章、読解力の相関係数を各学年相互で比政してみると，つぎ

のことがいわれる口

相関係数の護の検定方法は，前と同様である。 5ア6有意水準では， 4年， O &p' 

6年の聞に有意差はたい。このことは理解陪月].!:，文章読解力との相関係数ピ

ついてもいわれる口

また，各半年で，文章読解力とP 計算，及び，理解応用との相関係数相互を

比戟してみると，つlぎのことがいわれる。

5%有意水準で4年，及び5年では，有意差がみられたいが， 6年では，そ

の差が有意とたる。ナ主主わち 6:年では文章読解カは，計算よりも，理解応

用~，相関度が高いと考えられる。

つぎに，計算を 1，理僻応用を 2，文章読解力を S，'として， 4 &fについて，

文章読解カを固定aして，計算と理解応用の部分相関係数 1'12・sをもとめると，

つぎのようにたる。
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r12・8
，.)ヨー ")3え1'23

戸て三-:i1~3; 
0.678 - 0.603' x 0.624 

Fτ雨 Jでミふ
0.302 
0.616 

= 0.490 

• 

また5年では 7'12.3・= 0.473， 6年では r12・3 = 0.601 とたる。

また，この部分相関係数の有意性を検定すると各学年を通Cて，両者aの聞に

相関のあることがいわれる。また， 6年は，4~， O年よりその相関皮の高1ハこ

とがわかる。-

#> 

， 
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第s.25.表計算と王理解応朋り相関長
付') 4 年 r = 0.678 
で\竺ー し ラ 16'~ 10 1 川5 1 16~20 ~~2ラ 1 26-30 計 |

y r;==ミ -31-21-110(1 I 
1-50.1 2 I ... 1 1. 1 1 1 21.. _1 I 
31-40111 1 71 18t ~O l' 171 41 
ル 3D1 0 i 8 I 62 1 127 1 40 1 2 1 1 
11-20 1 -1 I 25 1 77 1 . 23 I 3 I ' I1  
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第B.25.表計算と文章按解力の相関表

付).4 年 γ = 0.603 
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